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このテキス トは,総 合研究 「地方 におけ る話 し

ことぽ教 育法改善の ため の 基礎 的研 究」(代表者

大石初太郎)の 一部 として,研 究用の資料 として作

られた ものであ る。

方言の録音方法,方 言の表記の方法な どのあら

ましについては,別 に作 った 「方言の録音 とテキ

ス トの作成について」(国 立国語研究所 話しことば

研究室編)を 参照 されたい。

ここに牧めた方言の録音 と テキ ス トの作 成 と

は,秋 田大学教授 北条忠雄 が担当 した。
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収録地点とその方言について

　　　　　　　あぎた　けん　　　が　　し　わきもと　お　くら

1．　地点名・・秋田県男鹿市脚本大倉

2　収録：地点の概勧

　脚幟脇本駅から下回折して4・分｝Xどに硬に左回舳撫あ踏切を越えて道路を北上すれ

ば左手に見える（田圃をこ身て）のが野禽である。さらに15分ほど北上，左折してこの部落に入

る。北西に・寒風山を望み頂上の展望台とざだかにみとめ得る，寒風山麓の小農村である。かって

寒風山は樹木・も醗蒼と繁茂していた由で階下は照におり’ ｵllにおりて働くのがH常の仕事であった。

現在は農業がもっぱらである。（ψに働きに行くのも：オリルと．いう）

3，収録した方言の特色‘

　録音したものの中で特に留意したい瑞象慮，

　　1．．椎量に由利方言に見えるデロが見える’ことである。

　　　　ドゴサ・ツレデ・’イゲパ　イインデロ　いO＞’

　　　但し由利の如くに広くあらわれているということはできず又くべェ〉も見えているe

　　2．由利や単二雄勝を除いて意志法は，秋闘方言では，終止形を使用するのが普通であるのに

　　　ここではヤロガ（しょうか）　コロガ（きょうか）などの用法が見えている。イマダケァ　シ

　　ノダケプ　タエヘンダデァ　勤濁イ々ダケァ　・＝イマダバ　（ケァ＝：バ）　シノダケァは秋

　　田方奮では死ヌゴゲタバが普通セあ』る。ttシノダケァは〈死のうだば〉である。北越後でいう

　　シノンダラに当る。

　　3．1ガエ〔qae〕に1全く疑闘の意味がない単なる〈詠歎〉としか考えられな：いものが見えて

　　いる。

　　4．秋欝全般にヤルとケルとをすべてケルで表現する。ところが南秋田郡ではダスは梱手にケ

　　ルことでありケルは摺分へ（くれる）ケルことである。普通のダスはどういうかとなるとこ

　　れはト’ダスとい「う。て平鹿地凹め’とヒる1と見える）

4．地点選定の理由

　　特別の意図はなか6「たわけであるカS泥澄秋田市周辺或はそれに近い圏内が案外おろそかにさ

れ瑚酵賠どしてもそ蠣郁あら散め鹸靱旧く螺があると糠・と・購・こ
　の脇本あたり・は男鹿半島ど爾秋由都どの’壇自kあ泌6，何か特異な現象もと考えられたこともあ

　つた。結果は果然注隠すべく，向後さらなる調査と討究とを要することを確認した。（上記に一

　部摘録）　　　　　　　　　　　　　　　　　＿2．＿



表　記　に　つ　い　て

〔指定の字’母以外に債用した字母、および使用した補助記号）

特になし

表記は大体＜1966｝10騨20＞のく方書の表記について〉に見られる表記法に従った。それと

曇る点は大体次の通りである。

：（11〈イ〉とくエ〉とは一一応1司じphoneme　と物断さ；れtiかつ表記の便も考慮して〔e〕とし

　　たb〔¢〕は〔i〕〔u〕〔e〕の中間あたりに位する母韻と考えての処澄である。

（2｝　〈シ〉とくス〉　〈チ〉とくス〉に限り中二舌母韻記号を使用した。　例えば〔s÷）〔stt），

　　〔C←〕〔CM〕　但し両者とも一つに統一せずくシ〉に近く蘭斥るものを〔Sを〕〈ス〉に近

　　く聞えるものを〔s廿〕とした。他のイ列　ウ列には中舌母韻の記号は用いていない。

　（3｝力行タ行の語中有声化は一般に補助記号〔〉〕（S）を使用しなかった。一々濁音に表記する

　　こととした。というのは〔〉）で終始すると，濁音でいわれたのに〔v）を入れ忘れたのでは

　ないかとも心配されるからである。但し少数〔〉〕を用いた。
　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　お

　（4｝　〔k　ee）〔kε）〔k：e〕　一応この三春を区別したが，2と3と墳目あたりはどちらにし

　たとしても差支えない。

（5｝共通語訳けその意味を，解説を侯たずに把握しやすくするために，意識して当用漢字以外を

　　も使用してある。
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IN　N－V　一V　一VNNN－i」NNvNN　一vNNNr－w　一beN’”　一vN－be　一一　’v　NNN　’vrr．　NN　一vN－v　一v　一一　一v　一一M　一V＞

｝　細方霧音　撫謙去大倉　｝
い、和、2年・月26，騰蝋芙蒼嚇・たも幡∫、l
i麟・も捕秋田郡嘱・・細か・鋤・い焔船購の馴へあと二つSというと・弓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3L9キロ（メートル）あ　～～にこの脇本の駅があります。秋田市から脇本駅まで鉄道の距離で，

短駅から大倉（被調ii婆春宅）・で徒歩約25分です．　　　　　1

～近駈へ嫁入りした安藤リワさんです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
e”
～　議り手の中心となっているのは吉撫ナツさんで聞き手は（秋田）県立男鹿高等学校の菊地教～

1論・わたく・北条艦　　．　　　　「　　　l

2　・　　　　　　　　　　　　　　　　（i．　””一一　一．v　’一一v　Nr　Nt　N一　’一．”S」　s．　一v　N一　’Nt　“v　’一一t　一v　x一　’N．　’s一　“一v　N　’N．　Av　一v　’v　’hv　“一一t　一一v　’一N”　ft．．　一tv　一v　’st　一一．r　一一”　“一一　N一．v　．一hv　’一．　”s．　tsv　’Nv　’一v　1
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（ゆ　《なまはげ》の話

話し手

　（略号）

盈

（氏　　名｝

吉照ナツ

安藤リワ

の
甥
女

G

lx

．録音霞時

録音場研

（生　　年）　（職業）　（・居

明治22年生　　農業

クエ7年生 ク

1967年2月26B　」
（同9月3H．臨地検討）
　　　お　が　しわポもとおむくら

秋田藥男鹿市脇本大禽

吉田運蔵氏宅

脇本だけ

lt

歴）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ解説：　男鹿半島の，今では広く宣伝されている，〈なまはげ〉〔難a痴麟a3e〕の行事を話

し合っている。昔の〈なまはげ〉を懸想して今のそれと比較して，昔のは〔agWK！　ae〕で

〔okkanεgatta〕ヵ～今のはそうでなく，そ歌に餅や酒などよりもむしろ銭〔d3en妄〕

を欲しがっている．ﾈど話して，御代も変ればくなまはげ〉も変るもんだとやや騨全している風

情。

N・脚ah論rdab・
　　ナマハゲは，

心
し
。arOa

b
と
e
く

寒
歩

a．　d　a　r　i　s　a

あたりへ

hoNtone
ほんとに
（醗そろしくて）

ema－demo
今でも

kitaga一’do
来たかと

u一　v－u　一’　q　te　t，一　no　ad　ari

ウウウって　　　　　あのあだり

daq　1〈　i　ra　do

ダッキラと
（ドキッ）

omote．
思って。

a（fa＞一

omou－dena，　sono
思うよな，　　　　すぐその

Rore－no　masakザgadta　daqte
　　う・ちの．　　　正子など　　　　　　　　だって，

ogkanee　qte　」　u．　一d　om　o，　ubl　kono
恐いと　　　　　　いうけれど　　　うん　子供の

sje－ba
それなら

dogo－ni
どこに

　　　　　　namahage
ナマハグ

eruqte・し

いるって。

oqkanaeqte
こわいといって

一5　一一

em　ad　emo　oq　kanee
今でも　　　・こわい
　　　　　　　　恐

　ojanaqte－gara
　親になってから

kagureru　hitO　　　　　　　　　　ゆ隠れる　　　　　　人・



蓋ぎ

ユ・了

灘

soN－de　nee．
そうでない＞

uN／
うん C藩踏醐乃嬬
・soNde　nεθ。lt◎r・e－no　kodoragada｝daqte・　　ano　naN一
そうでない。　　　オレの家の　　子供たちだって，　　　　　　　　　あの　　なん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次のコトバを何と書い

　　　　　　　　　　　　　　　へdamono・　k◎Nda　k◎do　kus委ra　kaguren＆｝一de　ere一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だもの，　　　　こんどは　　こんど　　こそ　　　　　隠れないで　　　　　　いう
だした：らよいかちょっとよどむときのコトバ）

joqte　ju¢5a　kONda－ha　kaguren　ee（i　ae－naNka　曾（1・te，
よって　　　いえば　　　　こんどは　　　　　隠れないよなんか　　　　　　　　　言って，

Ndataqte　ke’ba　3aqpari　oqkanεgaru儲mono｝na．
それでも，　　　（ナマハグが）　やっぱり　　　　怖がるものなあ。

　　　　　　　　　くれば　　　　　　　　吻

笑”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　 ヘワor』 ?　一　n◎ma’ 刀@alugi－daqtLe，　sl’e－ba　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k◎Nda－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aNdano
うちの　　　　　正之だって，　　．’・．　　　そんなら　　　ああだの　　　こうだ

no　ewarerulori　ora　ha　hajee　9．u　kagureru－deeqte・
の　　言われ．るより　　　　　オラァ　　　　　早く　　　　隠れるよと言って，
　　　　　　　　　　　　　　（俺）

（不分；明）・kagu・ed・m・Nd・・s4t・b・・k◎唖・」・q“1．
…………………… @　隠れた　　　．　もんだ◎　　　そしたら，　　　こんど　　　やつ

i）a』ri’　癒asaju．gi　edaga，　masajugi　edaga，　　beNkjo
ばり　　　ナマヘゲ「正之　　　いるか，　　　箆之　　　　　　いるか，　　　勉強

SUrUga・　　Sanega，　　（笑）　kONda　SOgOra－adari．
するか，　　　　　しないか」　　（といわれると　こんどは　　そこらあたり
　　　　　　　　　　　　　　こわが・って）
　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　へ

鍛1磯‘tLIる鰹．鷺穿。　k　a’NmO罵陶糊口a・．

。re．　no　odo－daqtemo，　c＋qcj　ee　d◎gi，　ano　aedaザ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サうちの　　　　親仁だって，．‘『　　　　　小さい　　　　時，　　　　あの　　あれだっ
　　　　　　　（Rの患子）

t・d副　an・z抽．・・一ni　kagaqte　ned・e・「aqte－m・n・．
た：け，　　あの　　腎臓（病）に　　かかって　　　寝て　　おったもの。

N． @N●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，　tt
んん　んん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．一6＿



盈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へs峯taba　koN（玉。　nedede，　namaha｛）e　kitamama－dja
したら　　　　こんど　　　寝ていて　　　ナマハゲ　　　　　着たままでは

・器鴛こ縄毛e骸an曾、1’一一”●p．　　　，

　～アンテガネは理由表現

hoNto鍛｛｝　SO’　ju．　moNde　aqta．
ほんとに　　　　そう　いう　　もんで　　　あった。

a・ @la・SOS＋te　agu脚13・ee・Ntegane　gomeNstte
うん，そうだ。そして，　　　おとなしく　するから　　　　　御免して

kereqte．
くれといって。

sjeba　koNdolgomeN　s÷te　kere（1te　wagino　mono一
すると，　こんど　御免．　して　くださいと言って，傍の，人

9ada　gqsj・keNme　fuqpate　araqte　／Rsage
たちが，　一所懸命　　　　　　引っ張って　　歩いて　　　　＼，　灘．

言論s」ede＞瀦e㍊糠3。ed　ぐ器冬驚｝、．

tぞ〉

　　　　　　
namahaOe　d◎gザgara　kitaba3aqteba◎edara｝no
ナマハゲよ，　　　　どこから　　　　　　来たかというと　　　　　　　大平の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
saNklct－da。　kada－no　sttga　wadaqte　3aqtoga
三吉だ，　　　　　　　　　潟の　　　　　　氷を　　　渡って　　　　　やっとか

kitaqtena．
来たといってね。

Ndalte
そうだ。

◎¢da「a｝no　saNkic÷danoqte　kiganε（aNdaう。
大平の　　　　　　　　三吉だなどいって　　　　　　　きかないもんだ。

（何か低声でつぶやく）

　　　　　　　　　　　　へema－n◎　namahage－daba　agudee－nε・
　の
今の　　　　　ナマハゲは　　　　　　　　　おとなしい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一7一



B

鶏團

）“・

u．・N

うん

naNmo　　o（｝kanεe911nεE）・，　　sos－fte　　sjeba　　futo9εeri－jori
少しも　　　恐ろしくない，　　　　そして　　　すると’　　一遍しか

k◎！｝a…｝　moNda　mo薮9・，
来ない　　もんだ　　　もの。

Ndalla．
そうだ。

modo　migumi　kitaja♀翌　 sjeba・
以前は　　三経　　　　　来たのに，　　　　すると，

王nigumi　fUtogeeri－jori　kQneeaNte　kifu｝mo　futa一
三紹　　　　　一遍しか　　　　　　　　　　来ないから　　　　寄付も　　　　一遍

9・…1“b・・圭・・i鈴つg・g÷das÷　t，　ej・、ギa・一
ぶん　　　オレの．、う雛寄付したよ・　　　　．、
　　　　　　　　　　　　　　　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
a噛 ¥m・d・m・・d・9÷d・叫・d・・it・．・m・び唄・b3，
　　　　　　　　　まだ　　　祝i袋　　　．　出した。　　　　餅はうん　　まだ

dasチte　］aNnε．
出して　　　　やらない。

；P　・　9＋e・　・anεqt・ju●．m◎・◎・・」・bq・kane｝bar．i．　．「、
餅は　　　いらないと　　　いう　　もの，　　　すると，　　　金ばかり

h・sig　a，　qte照辮t・．
ほしがって　　　　何と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へema面IQ　kawaqte　k・？ba　namahaPermede．　kawaq一
子，　　時世が　　変って　　　　　くると　　　ナマハゲまで　　　　　　　　変っ

亀e，

て，

r｛dalar　　　　　　　　，
そうだ。　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　’　　　　　　・

kol・こdo，　　futa9εeri　migeeriεearugu　jactt．koNdo　、fu一
こんど，　　　二遍　　　　　　三遍と　　　　歩くのを，　　〉　　こんど，　　＿

潔9紀「剛篇「u．鷺絃mono・　　一「．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　8一

　　　　　　　　　　　　　．1・rs



X2）鳥コの話
f／

録音El蒔　1967年2月26日
　　　　　　　　も　ぷ　しわまもと　　くら
録音場所　秋田三品鹿市脇本大山

　　　　　吉田運蔵氏宅

話し手

　（略号）　（氏　名）

　　N　　二一ナツ

　　R　　安藤リワ

　　S　　吉田家主婦

　　H　　北条忠雄

（性別）

　女

　ll

　－一

（生　　年）　（職業）

明治22年生　　農業

〃17年生　　〃

　　　　　　　　！一

（聞き手　編者）

（居　　　　住

　脇本だけ

　　　　！一

　　　　一一

歴）

解説：　〈鳥〉についての質闇対話。いわば共通語的のHと方言N・Rとの対話ということにな

るが，方嘉側がN・Rと，それにSも加わっているので，それ1：Hが方習をかなり理解するとも

（NRSが）考えているので，N・Rのく話しことば〉は方言とまず考えても支障はない。内容

はダオ（朱鷺一トキー）から，フクロ・ミミヅクに及んでいる。フクロウをこのあたりでくフグ

ログ〉ということが見えている。

　　SO：surU’Ht◎，　dao　難。　kUl’uno｝wa，　nawasirO｝e　◎1’1一
　　そうすると　　　　　　　ダオ　の　　くるのは　　　　　　　苗代へ　　　　　　　おり
　　　　　　　　　　　　　（朱鷺の方雷）
　　　　　　　　　　　　　と　ま
　　ru　kol’o　kurU　wake－deslo：ka．
　　る　　頃　　　　くる　　　わけでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．．

鷲naNtoga－1］aNdaga　ora　wagara－nε．　wagarane｝d◎mo
　　どんなものやら　　　　　　　オラ　　わからない。　　　　　分らないけれど（とにかく）

　　harUsagl　naNne－ba　k◎neeaNtenee。　nawa．S舟ro－dabaha一
　　春先に　　　　　　ならなければ　　　来ないのではない？　　　苗代は　　　　　　　春

　　ru　sagi－ni　nareba　kagaru－mono．　ora　em援一daba　s壬raneeNt　a一　ja．
　　先に　　　　　なれば　　仕事にとりカかるもの。　オラァ　意瞭は　　　　知らないんだや。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（トキそのものの本体ほどの意味）・

　　sa：　da◎一Wa　mita　kodo　nae　Wake　一・deSU一’ne．
　　さあ，　ダオは　　　　みた　　　こと　　　ない　　わけですね。　．　　　　　　　　。，

M9　．一



蔚

蕊　Nda
　　　そうだ。

　　　　　　　　　　　　　　IN　”一
N　gal－no　qNda（tno）da－ba　jaqpa　modo－daba　1〈i．tata一
　　　雁の　　　　　　ようなものは　　　　　　　　やっぱり　　以前は　　　　　　　来たけ

　　　taqte，　kon　ogoro－da　ba　ga　LN　一mo　ko一　n　eeg　un　ee？
　　　れど　　　　　このごろは　　　　　　　　　雁も　　　　来ないではない？

　　　Nda　Nda．
　　　そうだ，．そうだ。

　　　fugurovnado　orima＄￥ka．
　　　フクロなど　　　　　　　おりますか。

　　　hae　fuguyo－daba　emasu．
　　　はい，　　フクロは　　　　　　　います。

　　　Nda・
　　　そうだ・！恥ぐ翻フク蝋’ます＞1こ欄翻・た）

　　　mimidzugu－wa？
　　　ミミズクは？

　　　mi　mi　dzug　u－qte　j　adz　tt－s　j　ee　fugu　ro　一’　no　koq　te

　　　ミミズクと　　　　　　　　いうのは　　　　　フクロウの　　　　ことでは

　　　negee　・
　　　ないカ、ね。

　S　c4－ga　tu
　　　違う　（小さい声）。’．’

　　　　　　　低い

　　　so’ga，　cde－gau－gie．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　そうか，　　　ちがうかね。

S・．‘P鵬引跡．螺’・a留’謙篇1・『．瑠瀦穏誘醜

　　11拠縫・曖騨応もあもあ・が雌んな・・ろであろ・・）

’． W呈瓢1．◎呼llll・1．　1．

盈d。q－t．。・，　’ ?ｕｇ“t。9。・d’a　b。’Beg。qk・一n・。U・　aq　1〈。　mi　dal　N一一

　　　でもフグWグ（方琶）は猫の　顔みたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　10一



dajadze－de－ne．
　　なものでない？
　　　　（急声）

蕊mimiqko
　　耳

C毯・de－ga．
付いてか。

R　ロ1q。

　　うん（そうだ）

N　daqte　sere－sje　mimidzugii’da　ko（q）te，　sStara”
　　だって　　　それ　　　　　　みみつくだ　　　　　　　　こ．とよ，　　　　したらよ

　　S・ee．。・a　fug。，・9。‘h・：，・Nht。。・gua・d・b。　kヂ1：一

　　　　　　オラ（俺）フグPグの　　　ホーセンといって　　　鳴くのなら　　　　　聞
　r〈耳がついていたら〉の気持）。

　　de　ru　taqt　e一“　na　，

　　いている　けれどなあ。

R　nego　qke一“　do　hi　toc　tt－da－g　oq　ta．
　　猫と　　　　　　　　　（まるで）おなじだ。

N　／；o’seN’q．te　jueba　sora　egu　”args1一，
　　ホーセンって　　　いえば　　天気が　　よく　　なるし，

e
・
争
し、
燵
て

，
　
つ

か
一h
ホ

・
㎜
O
h
ホ

‘

jueba　ame　furuqte　naja，
いえば　　　雨が　　降るって　　　いうな。

R　uN．
　　うん（そうだ）。

冠sO・1蓑・de　nee．
　　そういうでない？

る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　ho層ho含　te－ba　ame　　furu・一q－1｝◎riCt｝ke
　ノリツケ。　　　　ホーホーっていえば　　　雨が　　　降るっ

te　ju　’一　s“，　Zn　eric　tt　k’　e　h　o’　sj　e’q　te　ba　sora　eg　u

ていうし，　ノリツケ　ホーシェっていえば天気がよく

礁aruq£e（笑声）。
なるって………。

一11　一一



｛31訪「問の対話

録音臼時　1967年2月26日
　　　　　　　おがしわきもと　くら
録音場所　秋舶漿男鹿市脇本大倉

　　　　吉顧運蔵氏宅

話し手

て略号）

　N

（氏．名）　（性別）　（生　　年）　（職業）　（居

吉田ナツ

』R’ @安藤リワ

女明治22年生農業
1！ 〃　17年生 ！1

住

脇本だけ

ク

歴）

解説：　晩，魏がRを訪間。話ははずまず簡単な内容で終ってしまっている。

罫f　ba・ba　edaes慨ka．
　　婆！　　いたか；ね。。．
　　パパプ

R　ha’e．
　　はい（いるよ）

．K．　if　s　十maqta　ga　一ha．

　　（ごはん）終ったかね。

鷺　a・

　　はい。

　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　ペア

魏oedaqke　mada　（eN）
　　オレなら　　　　まだ

sa　as熾勲1　k：1tae．
のところへ遊びに　来たよ。

waeko－mo　arawanedomo　omee一・
霜碗も　　　　　洗わないけ潔ど　　　　お前

　　　　　　　　　　　　　　　　へ盈　 」○≦ζu　kita－lles一壬　madz侵
　　よく　　　来たね　　　　　　まず

agaqte　kunaNsje（qtejuq一
上って　　　ください（ってこんな風に言

teg　ee　）．

います。

LN｝　un　omae－no一　agacjaN　mada　oqkigu　naqtajo・
　　うん　お前の　　　　赤ちゃん　　　また　　大きく　　　　なったね。

ny　12　p一一



R　！c．ono　ve　kr　ce　naq　ta　（」　）e，　Ra　’N　to　a　gu　d　Ee一　de　na　＋Nmo

　　このくらいに　　　なったよ。　　　　　なんと　　　わんぱくで　　　　どうも
kaN一

mo　na　ra　ne　．
　　　ならない。

N’nda．　haqte　arUgU　kodボha．・．．
　　そうだ。　邉って　　　歩く　　　　こったろうねd

R　n・　aNde　arug．　u－ha．
　　ン　（邉わないで）歩いて（立って）歩くよ。

N　om　2e　me　no　ka’　sa　Nmo　」　an）　a’　sa　eq　t・a－g　ee　．

　　お前の　　　　母さんも　　　　山へ　　　　　行ったかね。
　　　　　　　　　幽あ

鷺　eganε．
　　行かない。

　　　欝　　uN　e’na．
　　フウソいいなあ。

藍堀　　〈昔は苦労した〉という話コ

録音環時　1967年2月26Er
　　　　　　　お　が　しわきもとカおくら
録音堺所・、秋田藥男鹿帯脇本大倉

　　　　吉田運蔵氏宅

話し手

　（略号）　（氏　　名）

　　鷲　　吉田ナツ

　　R　　安藤リワ

（性別）

　女

！一

（生　　年）

明治22年生

〃　17年生

（職業）　（居　　　　住

農業　　　　脇本だ、け

ク 11

歴）

解説：　二人の老婆がしみじみと語り合っている。菅と今とをくらべ昔の農業の容易でなかった

ことが・今の状態とひきくらべられて，具体的に語られていて・それに昔のシツケのき．びしさと

今の安易さあるいは放縦さというかそういうものにも謡い及んでいて，まことに胎を打つものが

ある・さらに擁したいのは・この苦労して来た揮が鮒なくな・た今いか番こ唯きていbeと

がお笑止だという気持で生きていることである。この対講は老婆二入が低い声で話しあいはじめ

一一
@i3　一一



　たのを一老婆たちはこんなのは録音されていないと：考えていたらしい一録音したもので真実

　の膨にあるものを吐露した対話である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔いいなおして〕

Rna：nt・jqpari　wa解m・n・daba．：wag館鈎te．sjeba
　　なんと　　や駒　　（若いものは）　旧くて（若い特）、ずいぶん

　　難aNb・1〈　ur・・s＋tam・ade　nε◎rer．．　、1，
　　ずいぶん　　苦労したが　　　　　その煙誉ないよ，オレ1ま。　　　　．、∴

魏na・’Nt・s÷te・k・n・・baba　naNt．e．c蚤t・b，a写i　kurQstta
　　何として一　 この @婆など　　少しば畑　舗しだ
　　hito－denε．　SO（S）÷te　sora　has＋eqPON　taloqta7
　　人でない1　　そして　　それ　箸　諌　’（．他ひと）に咋よ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

㌫徽脚加減岬∵澱te環a蹴eb幅穿
　　ne・de　kod◎　 nεegu　a・　　jaqte　kuras岳teru－moBo。
　　ないという　ことも　　なく　　ああ　やって　　　（立派に）暮しているもの。

　　koBo　hito－no　dae　’一n量　kamado　kos壬radaNde　unte
　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　この　人の　　榔・’．家（騨マこしらき空んで　観に

1）v’

nagei　sita　hitoda，
難　　罐、　人潜・

ora　ema－daba　sono　kaNzjo
オラ　　今なら　　　　　　そんな　　つもり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（勘定：）

mo　asuaNderaruNda．
も　　「遊んでいらホるもの。

nda（｝na・　as類卜Nde．
そうだよなあ，　遊んで。

N・

ん一。

kudagedae．
　　　　　　　　．食うだけだね。

sore　’一　deme　oree　“’　no
それでも，　　　　　　うちの

nεe．　鳶aNmo　 sanee　一一重e－v
　　のない。　　何も　　　　しなくて

ki　」　os　4一　dak　e，

清なら（は）
　　o　o　　　　　　e

　－14　一一

baha　mo・　ni一
婆　　　もう　二



R

N

鷺

R

R

R

neN　s“i－nanεde　kereja・te　jumoNda．
年は　死なないで　　呉れやと　　諦もんだ・　　　　，

N・

ん一。　　　　　　　，　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

俘ma｝dakjε　s＋nodakjε　taeheNd　eeqte　ju・moNde……
今（は）　　　・　．死のうなら　　　　大変だって　、　　　　いうもんで　　……

ma｛｝90－9a・
孫か？

N噂 @kO　h◎’ree．　N　kadede　m◎rauqtega．
ん一，子よ，ほれ。　　　　　かでで　．（世話して）もらうというのか。

ん。

　　　　　　　　　　　　　　不分明　　　　　　　　　　　　　　　　　不分明
dakjεx1），　aja　（aNna　moN　hicujode）　e頁iderajεもqte…
したら・　．　まあ　．（　　なにが必要で　　　　）　生きてるのや？て…∵

egidera－jadzy　Warigodo　newaja．　kwasjeru
生きているの　　　　　　　わるいこと　　　ないよ。　　　．食わせ（してくれる）る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　O　o　o　o　o

hito　sleba　99idereqte　juk・qtaba　RaNbザde血・
人・　　　（それなら）　生きていうと　　　、　いうのなら・　．，オラ（俺！鋭く，らでも　．．

e黛1ra．
生．きるよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．；

nani……emadakε　sje－ba　maNma　s3aqto　nizjN
．な．あに，　　　　　今なら　　　　　（すると）　　　飯　　　　　：ナァーと　　　　二杯も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（少い形容）

are一　ba　eqiderarU　mGno．
　　　　　　　あれば　　　生きてい，られる　　　もの。

……… 獅°rni　aNmari　na9εegU　 ｛警giderU　jadze｝mo
……… ﾈあに　　あんまり　　長く　　　　生きてる　　　のも

9・gunεd（ψ・
よくないよ。　　　　　．　1・

uN・／
うん一／

aNmari　nagεegu　egiderw－mo　曾9unemoNda・
あんまり　・　　長：く　、．．　　生きてるのも　　　　　よくないもんだ（いハもんでない）よP
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　OO　O　O　o　O　　Oooo：eoo　　．ヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　一15一



翼　daqte　s÷gadanεna・
　　だって　　　仕方ないよ。

鷺　aja　s4nudaqte　sinarεnεs垂naja．
　　ああ，　死ぬといったって　　死なれないしなあ。

欝．wa．qee　mono－ne　q÷to－aNdo　sasjeretataqte　登9ii
　　若い　　　着に　　　　　．　　ユ安堵　　　　　　　．させうといっても　　　　　　　生き

　　deru　moDO　RaNt◎　s’i－te，　oranaNka　f，vtari（iz繍r・e｝．
　　ている　　ものを　　何と　　　するって，　オラなんか　　　　二人達れで

　　de　Jaga　n，aqteru－d・Gmo．．　，・，
　　　　　厄介に　　なρてるんだが。

　　9sogas÷　dogi－daba　so・ju・taqte　koNdo　horjεe
　　急がしい　　　　　時なら　　　　　　　そういっても　　　　　　こんど　　　それ

　　　へ　　．s壬90do　，ll．egu　l｝’a．qte　na・reba．　、koNd◎　」．aqpari　　　‘三
　　仕事が　　　　なく　　（なって）　なれば　　　　こんど　　　．やっぱり

　／　　kGNda，sjQS4de………　　 ．：，，

　　こんどは　　笑止（恥ずかしく）で………

蕪　sj◎s÷一to・◎moe，iS　a・slost　一一sも．ora－naNte　d◎・．se
　　笑止だと．　　　　　思髪、ぱ　　　・笑止だし，　　　　　オ、ラなんて　　　　　　どうせ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　俺
　　＿圭………k。，em、d。m。、，。～騨精∴d、b。、÷，　k。・d、一

　　なあに　………　　これまでも　　　　　遊んでいたわけでもないし　　　　食う．だ‘

　　9e－no　 kodo　　s÷taNda－mono，　nani　．　βma一．mi・jo－daba
　　けの．．　　　こと　　・したんだもの，　　　　　　なあに。　　今時では
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いまどき

　　t・一m・k・w・”R・一・多j・m・vm・k・w・一n　・”　t　q・q　t・・kU一
　　田も　　　　蜜えないし　　　　　山も　　　　　　買えなくても，　　　　　　　食l

　　ta．一kiri－ni　Stt．ru－tatate，　m◎dO　sje－ba・na｝jto
　　うだけで　　　　　　　何も出来なくても，　　　それなら　もとは　　　　なんと．

　　naNda　mONde　aqtate　heba－naja．
　　どうした　　もので　　　あったってえ。

　　Ndaqte・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　そうだ。

鎚’

@ema－daba．．naNbQ．kadaradartataqte　ku・．　ad．erne・
　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　今は　　　　　　どをなに・．働いたところ　　　　　　　　　食う　　アテには

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一16r



R
翼

蹴即ε’瓢da．「a・瓢1βqt鴨亀鵬瓢’啓議舞曾一4．9

bari　jaqte”na．
ばかり　　　やってねえ。

N一

ん

aj　aTs　一f　t，e　．gm　．Ee・　ga　da　Nda　．e　R．　e　nene　d．　i　qp　e　kp　g．　u　ge，　g

あのようにして　お前がた　あのよう1ヒ　勲いで・、稲「こき1・　：，

aq　tar　i，　so　q　k，　e，　so　」．　o，r　uga　r／a　」，Q　ru－m　ad　，g．　，　，h．　adarag　u・一

歩いたり・　それこそ　　夜から　　液まで　　　ltwe＄　｝・、

ne　aqt　e．　ema．no　moBo－daba　，dare．　s　jeba　．
　◎歩いた。　　今　．．の　　者なら　　　　誰が　　老んなごとするものか’。

a奪3a・
そうだ。

h］u．　．r　u．　ma　－a　ma　d・e　e．n一一．　e　a，　g．　．g一　d．　e　k　．i．，t　e，　hlH｛　ug）　a’kara

昼閥まで　　　　　　　稲　．上げて　　果て，　　　昼間から

集鯉e蝸n？』犠t・e瀧鐸tr編叉圭。耀鼠nala’

hoNta　 疑N
ほんとだ，　うん。

g．　n　e，　．lc．　a．ra　a　g　一e．　d．a　q．t　．e　b　a．　ls　ou　g．　g　n　i　9．　b　eqr

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もうこくに　　　　　　　　＿ヒげた：といえば稲　　から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いいだろう。．

　　　　　　　　　　　（聞きとれ．ない）
emany’daba　e’　’””’・一’一一

’今は　　　　　　 いい（なあ）

N‘　modo　bag　a．　一一　midee　d．　e．　，a　qt　ad　en　a・．　，　．　，

ん。　むかしは　まるでバかみたいで　　あったなあ。　　　．．』．t、　　　　　．

N（lae．
そうだ点吏一。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目．．’

m．　a・　rn　a　Nd　e曾・」¢解。　grN　（1　e　sj・・．gwad…、ゆ・．ザ胆de
すっかり　　　　稲烏に　　　　積んで，　　正月が　　　　　　来るまで　　・

kagate　gne　ka　na　．g　ogi　mo　q．t　e　，k　oed　e．
かかって　　　　稲を　　　　　カナコギで　　　　　　こいで。

　　　　　　　　　　　　　　　　一17　一一



撰

「．艶

h。Nt。nea。。，」。9・Nm。qt・・・…d．・凹e海・f賓・一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

ほんとに　あのジ響ゲソで　押すのに　　　ヒビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲ，、…一　駅（庫軍）

biN　lam－aN　naqte－na．　　　　1　　．　t．　．．t．／・．、

が　　　　山に　　　　なってな。

。d。．，、，ek。jas・，。。，。．。。。，。Q。。，j，。。g、q，遍i。a．

そうだ。　そして，　こういうようにしてオレなんて（指を）　おこせなかったなあ。

1、，　，∵酋欝て導喩を搬。b。，uも。f晦輪。∴一

休むと　　　　　　　この　　　手の　　　　中　　　フ7レ　　ブル　　ブル　　ブル

，，∴rゼ∴、6：ias・，。、、’，。卿＝・ゼ。9・6g，幽e

と，　　あれ　　　　　このようにして　　　一遍では　　　　　　　おこされなかった

m・

BNdざ．「．。1　1・hdena：＝a，　n’。2j．。1，。，…＿．　・

　　　もんだったなあ・　　　あの　　ジョゲン　………

h。Nt、．　k。m。qk。　一’．n。。j。9。hj◎一m。　f。。・u一’
п@。’
@。’。

ほんとだ。　　　米の　　　　　　　　　　十五俵も　　　　　　　　ひくだけ

。。∴am：∴…、∴、’層；，1．碗＝’sゑ．1、m。・。　n、f・。、。喜・6・　・tl’am、一

ロ

編を　　　ためると　　　　　　麩に　　　　　　山に　　　　　なるくらい　　　　たま

6，。＿。Nd、ご痴∴，ぎ1に臨磁6ぎ、晦｝ガ。。・、。　d。9ト

つたもんだよなあ，　　　　　　　　　カナコギに　　　　　　　こいだ蒔だ　　と。

d。b。。・．，・・。k・Nd・。d，i・d，ik。g・，・。、t　、　、i　a一　d。．

　　　　　　　　それを　　こんど　　　一日　　　　　　かかって　　　　たたいで…。

…gi、き諭d6・m・eb。　em。・』・．a∵。’rba　b．ag、二m1一

鱒　したと　思えば　今㌧．，嫡．と　’勅
deeda．
たいだ。

d。qt。，◎。◎’ 煤Bli．i：d。，t。（m。。。．ゴ．

だって，　　全くその　通りだったもの。

N．・一 @　　　　　　　　　　　　 塞∴．∫銃
ん。

em・一
D・a・…adガ面・1・・一k毒齢1’1誌，bざ二

今は　　　　　　　夏も　　　　　　冬も　　　　　靴下　　　　　　　放

s　，d。，、」。孟∴ah、q．，，，、．．「』一1’　1「’恐、’1

さないで　田軸へ　　入・騒よ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一18一



N’N・1．1’ v．tt．刀@・　　　　　　　　　　　　’　・∵∵・…’　1’　・；
　　ん。

R　Sje－ba　弓man曾　nawas昏rO－sa　Orire－ba　’a．s憾日駈）rO一
　　すると，　　　　今に　　　　苗代へ　　　　　　　　　終りれ｝涛　　　　足を　　入

繋moぐ醜叢oda＞h、鍵ご、’細童膿ξε鷺野

　　sO（r）e－kesO，　nawas÷ro－sa　hae聖fl自」On．．i　na’q・tara，
　　それこそ　　　　　　苗代へ　　　　　　　入る　　　ように　　なったら，’

　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ

　　」Om、e　mUgO　 ra10ere轍te，　　SO鴨　eqtatat，e　 e憩a「：鷺0
　　嫁　　　　罫　　　逃げろって　　　　　そう　琶つたにしても，　否のt’1

　　mono｝da　””k：jee　naNb◎　nawasiro－sa　ha俘taraqte
　　奢なら　　　　　　どんなに　苗代へ　　　　　　入ったとこ・ろで，．

　　fロ茎。　asba　　ful．〈　ee　50n霊　to募on言茎｝aderadaqte　 ｝1agi　／鷺
　　深ければ　　　深い　　　ように　　ト：ゴナガとやらを　　　　　　　 はき　　‘＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（特長一特別に長い：ゴム長潮）

装〉講b’　hl．襲こ鵬ぎ’㌧鵜総・・♀紬d・罵da騨
　　　　　ノ

　　d◎…　ju・3ac鞍hade，　e一・a　5gate　ki、ta－d・Qm…・eba
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　そう　いう　ものを　はいて，　家へ　　　上って　　　来涛かと　　　　思うと1

　　as　f一　一・m◎arawan。de，　taあ5ゑ’レざqt合喰デ奮・e一頸d　sσ。。・・

　　足も　　洗わない乃　　　囹へ　　径て　来ても　・その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　ma跡a玖曾agare　hizjak◎oqte’maN．畑’k晦’t幽efa・
　　ままに　　　　上って　　　膝を　　　　折って　　飯を　　　食ってるもの，

＜弁えa環a罵蔦ゑ㌘a試sa瓢e幣∫窮。囎

　　m・・ai・i・　・、慮・d・g・。i・・qt・ki・um6・・m5d・
　　前に　　　みんな　　　裸　　　　　に　なって　　　震る　　ものまで

　　miNna◎gd・k’ite・・ゆt・b・9・・　da　ag硬e　・・　k・d・
　　みんな　　おいて　　来て　　　そして　　　　　　別なのを　　　つけて，

　　、。。，。m。、a◎，idb　e9。q，。・、　m、、、　s◎，も・鷺盟．…

　　そして　　　また　　おりて　　いくといえば　　　また　　それを　（「調て行った

　　もんだ」くら・・のと・ろ）　　1　　　　　　！r・…’ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．’1　9　．一



　　　……mugas＋一no　moNdakεnara　h◎Nt◎Re　ema　一n　o・　’1
　　　　　昔の　　　　　　　　ものなら　　　　　　　　　ほんとに　　　　今の

　　　処tザ．n’駕翻eτeba“’騨●も”』　・』　　　一’L

’欝「∫顧q．t・’｝”em・9’…ami・reba・…・・「a；d．ag｛1・9・1・m…

　　　だって，　　　今から　　　　みると　　　オラ達は．　　よく　　病気を

　　　旧懐窄き’認、h「　do諺蹴a・1‘…　　　’tt『

ft畿鑑・・g・ズ．1　『　一　1「1’

蕪綿雲mo　1二亀㍗；a翻a㍗盤oga「zkk91・　bur　・g　・

　　藤’d．舗糠野．a．罵謡an呼，難憾ire’．賢a”

　　　9・・a’mimee h’・i・・9，．if．　’mdr「a’q；　t・tt　k・d・n・・d・n・・

　　　がら　　　見舞　　　一つ　　　　もらった　　　・．こと　　　ないではないか。
　　　　　　　　　　　　　ひと
鷺・ 除W嘉ざ？：n．・ドF」、111’∴・！∴．∴い二い1・

N．．naNt…　∴…c3◎「s睦ノNkic袖aba・nederaqtegeeqte　gq　ta
　　　なあんと，　　　　今β　　塚目の家の婆　　　　　寝でいるって　　　　　　いった
　　　　　　　　　　　　　　　　（Rの家）

　　　k◎d◎一mo　nca－s4，　mogu－no　baba－dane　d．z＋qcja－dano
　　　ことも　　　　　ないし，　　　モグの　　　　　婆だの　　　　　　爺だのが
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Nの家）

　　　贈畏qte‘　1　’．’　‘　　F・
　　　　　　　　　　　　　　　　ル
　　　　　　　㈹一襲災喉1轡。’慈熟呈da｝㈱㈹顎う

　　　　　　　（H〕　1rb．ilN9’1きk‘σ　　klobo．reda　　　　（・　ix「〕　　Nd．alga「　』　（1盈〕　uN

　　　　　　　　　　　水こ　　　　　こぼihた　　　　　　　　そうか　　　　・・　うん

　　　留守’a・1匙喋0．「騒夢・‘葦£暴◎郷脇器らボ　 ㌧：

　S　l9量da　k◎do　n摂）de　鷲ε一・do，
　　〈聞いた　　こと　　　ないでは　ないか〉とよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　20一



R　Nda．
　　そうだ（そのとおりだ）

XsX〈謎〉よもや’ま話

雛8巨寺　 1967年2月26ff
　　　　　　　お　が　しわきもとがおくら
録音場筋　秋田銀男鹿市脇本大倉

　　　　吉田運蕨氏宅

話し手

　（略号）

　　R

　　s

（灰名）　（性別）

吉田ナツ　　女

安藤リワ　　〃

吉田家主婦　　〃

陣地正信

北条忠雄1

（生　　年）　（職業）

明治22年生　　農業

〃17年生　　〃

40才くらい　　〃

（聞き手　　高校蓼・論）

て蘭き手　編　港）

（居　　　　佐

　脇本だけ‘

　　　！一

歴）

解説：　ぐ口のない樽〉（勢）　〈削淑ば選るほど大きくなる〉（シまギー小川）　〈クロペジ
　　　チカラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ンジ響のカはり〉（自在鉤）　〈ハジのヨエにバンバイドウンデル〉（蜘蛛）　後二著が発音や

アクセントも関係して話がもつれる。ウンデルならく子持づ〉（生んでる）ことだ，これはウン

デルだと80才の老婆はいう。ウムは〈績む〉でこれがまたもつれて愉快である。

N　so　re－ga　ra　so　it　o
　　それから　　　　　　その

R　笑

N　kezure－ba
　　肖i廠ば

kUcin◎　nε
　　撮の　　　　ない

　へ
k：ezUreba
削るほど

　　　　　　　　　も
taru｝wa　tamaeO，
樽は　　　　　卵。

futegu　naru．
太く　　　　なる。

R　笑
「
」

N’　ba・ba　togedjee・
　　婆　　　　解けよ。

一21一



聾
艦
鷺
蕉

（笑）　　Sana　　NuN／　　　　　　　　　　　　　穴　　　　　　うん／

s3egま　　　　　S　ana－mo
せき。　　　　　　　　　　穴も。

繍u「eba象te．卿鷺躍二撫謡多，

Sjegl　sjeg1
　関．’　　関

kaWa｝：no　kOqta・
（小）川の　　　　ことだ。

鞍賄〇一nザne．
田圃のね。

ha・kさzureba　kもzuru　hodo重uto£u　naru．
はあ，　　覧れば　　　　　　削る　　　　　ほど　　　　太く　　　　なる。

　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
e’ @kezureba　kezvru　hodo　futogu　naru．
え一。　肖麺れば　　　　　　削る　　　、　ほど　　　．太く　　　　なる。

sorede　mida　jaqtemo　es燭ka．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　む
そ鵬 @まだ㍗ても　．い呼すか・
ekura－dem6．　．（N．Rr．　・笑）

いζらでも・　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ogasやkU　n．aqte　kvrU＝d．　ee，・◎ra．
嚢かしく　　　　なって　　　くるよ，　　　　オラァ（俺）。

　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　 ◇

k。，◎PぴZ抽、」ザ。。一C÷kk，ah。，圭．
クロベ之ン之タの力はり。

k言NDi．
鈎（自在鉤）。　　　　　　　　　　いジ：

　　　　　　　　　　喝
Nda，　Sono　kaNDi－da．
そうだ，　その　　鉤だ。

kurope－zGNzja－desuka．　　　・；
クロペジンジヤですカ㌔
　　　）　　〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一22一



蹄

K

H

K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　ト

kurope”z4Nzjo，　kurope一一z嘉Nzjo－no　gi－karahar量qte
クロペジンジョ・’．　　　　　クロペジンジgの　　　　　　　力はりっていうのは
　　　）　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　　　 ）

sore　f蕊roe　mONda。　　　　　　　　　　　　　　　一1
それ　　　古い　　’　もんだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：、tt　　．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りmUgaS4－n◎　mQNda，　are　・ar．e　　a1ΣO　 kaNl｝i－nO』kOqta．
むかしの

A、
@も僻．＿勢蓼、顎脚，，．．∵賊

kuropeqte　kuroidesjO・　・Z．．牽．NzjO．tena．z一雲N．Zja．r・tO
クロクペとは　　　　く黒い〉でしょう。　　　宅ンミとタというのは　　〈神社〉と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　．1；1　∵｝・．．　i”’＝

OnaZ．←　 ｛m．i，　Z≒トnZjOqteBaNnO　kOtO響deSUk：a．．’
同じ　　　　意味？　　ジンジョっていのは　　．　　　何のことですか。
　　　　　　　　　　　）　　）

z4・NZ50qteba　Ora－daba　sodOne　tadaqterU’．are
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆジンジョといえば　　　オラなら　　　外に　　　　立ってある，　　　あれ
）　）　　　　　　　　 俺　　　　　　　1　　　　　　　　．　　　　：・　　…
　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

magセnO　ZナNZ」O’sama・
町の　　　　　地蔵様。

Z4Z◎・SamanO　kOtO－dana，　kUropez鱒ZjO一一no　C一二kafakを
地卵の @　　こと臨　　夘ぺ汐之タの　　繊．
ui。

C÷ka1’ah段ri
　　　　　　　　　　　　り力はり・（Kのチカラカキを笥正したもの）

C蓬karaharf，． b＋．・．karahari　soreoa． 鋸_i－nG
カはり，　　　　　　　　力はり，　　　　　　　それが　　　　　鉤の

k．uropez－iNZjo｝fio，
クロベジン　ジ葺の，

C帝karahari
力はり

cikarahariqte　do’ Ru’koto－deslo．．
力はりというのは　　　　　どう　いう　　ことでしょう。

c一壬kara，　c÷kara　cujoe岬d．e　koqtaNda，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　カ，　　　　　力が強い　　　という　　　　　ことなんだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・｛
　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ね

kaei－Wa　naNdemo　aOerU－9ara　C4kara
鈎は　　　　　なんでも　　　　上げるから　　　　　力が強い

　　　　　　　　　　　　　　　　　一23一

●Ot．
0

ジ
K

0
とこ

F　　　　　　　　　　　　幽

cujoeqtekoto．
　　　のということ。



懲
ド
醤
鼠
蕪
簾
難
黙
僧
門

a・e　naNdemo．
や禮んでも（灘1ら）・　　　　　　，．，、　’、

k虞σkutene．
黒くてね。

　　　　　　　　　へ
naNdara　naNbe　kagedem◎，
どん｛な，．・…　　．　鍋を、　　．　　懸けて．も・

ha「 ?・・，・・的k言，i－d・一k…一・e，9・j・i一・・．．・
は｝

F晒．∴や郷廉’　．強い削…
Cft－qc脚3as貸kagedemo・◎qk・lag，u　ka9．edem・・
小さい．・のを．洲ても　大きし’のを．轡飾
・＋z。・k5　gi　一d。．・uh。

ジゾウカギですね。

k…一Pe・憩幻⇔引◎・争：k・・。h・r｛．．

クロベ　　　ジソジョの　　　　カはり。
　　　　　　　）　　）

cikara⑳cujoeno－O　cikarahari．．一t’b　j　U・　NdeSul〈　a
　　　　　　　　　　　　　の
、カ．・、ρ・遡’鱒：、、．㍗即と，．＿いうんで外

N・da　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．
そうだ。

　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　へ

kotaf－ea　z＋zee－kaei－dase－na
答が　　　　　　　　〈自在鉤〉ですな。

hari｝no　 joe一“ni　baNba『e．dd　．Underu，
　　　　　　　　　　　コ
ぐ吻、「　に．婆．恥㍗で㊥る・．
．A・ri－n・」・e－n圭b’aNb・，
バリの　　　　　　ヨエに　　　　婆，

baNba　edo　underv，
　　　　　　ゆ　婆　　　　糸　　　ウンでる。

曾d◎………hari－no　jo奪一ni／
糸　　ハY　‘D　ヨエ1こぞ

；児．．

k慧Nb◎Nta＿bee　　　　　　　．．．・　　　　　　　　「．

クモ（蜘蛛）だろう。
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＄

K

N／
ん／

　ぬkubo－yno　su－dado
クモの　　　　巣だと。

kτぎbo－nO　 S貸
クモの　　　　巣。、

baNba　 edo　……
　　　　　　ロ
婆　 糸……，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（urri　tr　v　m　trカト患ウが下の如く聞える）

a・．e　mugas4－da、ba　¢do　13unu．＄冬ta　moNda　m◎nona・
う一ん　むかしは　　　　　　　　糸を　　綾み隷みした．　、も．のだ　　　ものなあ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　う
聞きとれない

一ni．sosite　hari－n◎30e－ni　baNba　edo酬der“，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の…に。　　そうして　　　バリの　　　ヨエに　　　婆　．　　　糸　　綾んでる，

　　
naZO　kage（董aaNda．
謎を　　　かけたのだ。

　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

harI－nO　　j◎m．．e一隷1，
バリの　　　　　ヨメに，

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

Joewwn1
　　コヨエに，

jOeqte　ue－no　kOt◎，　Ue－n◎．kOtO　jOeqteh．aCUON　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ

ヨエって　　　　〈上〉の　『こと，　　〈ま雲〉の　　　こと　　　　ヨエって　　　発音

　　　　　　　　ウエ

SU．rU，
する，

1・．a・uh。d。h6ri¶Ql。。nib。Nb・。d・j　u・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
なるほど，　　　　バリの　　　　　　上に　　　　婆．　　　糸　　ユウ

ed◎　u｝：lderuqte
り

糸　　　　ウンデノレって（いうのだ）

edONderu／コ

イドンデル／

ido　nuqteruNdesubεe，
糸　　　ぬってるんでしょう。

　　　　　　　　　　）

k・．site　gd・umuqteba一・…・・ρ．d◎，umutQ　h1⑳廼”t．…．
こうして・　糸　ウム・ていえぱ一∴・・糸．．．．うむと　いえば・

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　25一
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鑓

鑓

簸

N

…
繕

苧
鑑
繭

ido　uNderuNde3una　hahaN
糸　　　クンデノレンですなあ，　　　ははあん。

画。9。nar、。5，，。。。ik。弓面”k。。。d。／H
長く　　　　　ならせる　　　　　ように，こう　　撚を　　　かけて　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厨，

撫ll’集簾yb◎do＞鵜発ta題雛da鴇fO◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　 の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

har1－no　30enl　baNba　edo　uNder9　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　

梁（バリ）の　上（壁》こ婆．．∴．，遜　　ウンデノレ

　　　　　る　　　　　　　レ　
ed・哩deruq重・一aNd・・．yNdd・・一da・a　m・c．　ua　Nt　a　teg　Ee　’・．
糸　　　ウンデノレっていうんだ。　　　　　ウンデルなら　　　　　（子）持つ（産んでる）こと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だよ。

．uNderu　uNderu
ウンデル，　　クンデル，

a’
うん。

n毛】。kod◎一鳶e
〈縫う〉ことね髪。

N’ @N’　no．90qte　nεaNda　 kore．
ん　　ん一，〈：縫う〉ことではないん澄，　　これ。

。U。5』X．・k「 B・煤B一d。’C　」。・

つなぐ　　　　ことでしょう。

　　　　　　　　　　）
　　　へ（cuna｛｝u　koto　）　｝’ta　ha・
（つなぐ　　　 こと　　）　は　　はあ。

9抽・qt・・u　3・g昏d・m・1・◎・．　k・・

ひねってる　　　　　のだもの，　　　　　　こうして。

　　　　　　も
a・　cumugu　kot◎一dana
ああ・くつむぐ〉　　 ことだな：あ。

　　
naeagu　svru｝nada・
長く　　　するのだ。

ha　n言茎｝agu－suru－na　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　1　．　！《

はあ　長くするの（だね）。

k・m◎一’・n．・一・・d・・ザk．・．　　『　　　　．．r／
クモの巣　　　　　　　ですカ㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』26＿



蟹・Nda
　　そうだ。

H’k誉Nbo－deslo・
　　クンボでしょう。　　　　（発音についていう。．｛kuriK）〕でなく（．．ktr　b’6　｝’　k　iうという意味）

鐸隣艶言b・・

　　う「ん　クンボ
　　　　　）
　　　りN　・k・Ubo－nO一・SU
　　クンボの巣、

　　）

　　N・

　　うん。

鱗弁慶の話
録音ffj　lag　1967年2月26日
　　　　　　　お　が　しわまもとおおくら
録音場齎　秋田県男鹿市脇室木倉

　　　　　吉田運蔵二二

話し手

　（略号）　（氏　　名）　（性別）

　　N　　吉田ナツ　　女

　　R　　安藤リワ　　〃「

　　u　　吉田運蔵　　男

　　H　　北条忠雄

（生　　年）　（職業）　（居　　　　住

明治22年生　　農業

　レ17年生　　ク．

　〃16年生　　〃

（聞き手　　編者）

脇本だけ
　　！1

　　－1

歴）

解説1　武蔵坊弁慶そのものの話ではない。弁慶の立往生にさも似たる魚三具のベンケイである。

〈鯨ノー本ザシ・トカケテ牛若丸，ト解ク〉〈マグロノー本焼トカケテ牛若丸ト解ク〉いずれも心は

〈ペンケイが恐承．る〉からだ。このベンケイも，囲炉裡がすたれ電気焼器がさかえ，昧の素デラ

いの一番デラ醐びこるとなる2r．kれに人興（クチ）鰭・てジ・功どペンケ欄の樵

などに囲もくれない時世となっては，もうそのものも名も忘れられつつあり，やがては永遠に消

えてしまう。こんな運命のベンケイについていろいろと話しあってみた：。

一一
Q7　一一一



ano　beNke’qtena　arimasu（ka）　siqte　o｛｝dedesuka。
あの　　ベンケィというのは　　（言いなおして）　　　知って　　おいでですか。
　　　　　　　　　　　　　　　（ありますか）

廉竃7daba鶉塊儲、裏a5a＜R鹸b霧ba’覧譜●

do－sa　……k言9◎k◎一sa　warako　ztt　qPari　s’」白de・s◎「．
ところへ　　……総に　　　　　　　　藁を　　　　　いっぱい　　　入れて　　　そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

site　s言Pedede　k◎n◎　aNb　auni　aNbεena　k◎no》gurε珍マ
して　　　下げておいて　　　こんな，　具合に3　　　具合な，　　　この．くらい・

barini　ag骸s㍉edede　s・resa　k・Nd・kus－F・一s・a
ほどに，　　　ものを　下げておいて，　　それへ　　　こんど　　　串に

sasi9　ta　sagana　z・tt・qpari　k◎・sas÷tes＋ta　m・Nda
刺した　　　　　魚を　　　　　いっぱい　　　このように刺した　　　　　　　ものだ

　　　　　　　　　　　　　ツmonona．　u¢sa　sa．9edede　nego　kwaNne　te・dofi｛．
もの。　　　　　上の方に　　下げておいて，　　猫が　　　食わない　　　程度に。

e孤aWa　aNmari　mienae　wagedesuka．コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　じ

磐，．あ硝り．戴ない　瀕ですか・

ema　so・　．sanεeaNda　mono－na．　ano　ro，　ro　nε・m．oNda
今は　そのように　しない　　　　　もんだものなあ。　　あの　　炉，　炉が　無い

mono．　erori　nε・moNda　mo・fi　o，　kusS－sa　laede・
　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

もんだもの。囲炉裡が　　無いもんだ　　　もの。　　　摩に（さして）焼いて

kUta　saga難a輌飛。　enl　Nmεe黛U難etatate．er◎rl　ema　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ら

：食った　　　魚の　　　　　　　　ように　うまくないにしても，　　　　懸炉裏　　　今

erori　neekute　kustsa　sastte　ab．Uranemononal，
囲炉褻が　　なくて　　　　串に　　　　　刺して　　　　あぶらないものねえ。

sjeba　kus垂一de　nε・ba　nani－s母te　sore　arPiwadasi一
すると・　　串で　　　．　　な1＋れば，．なにして，　　　　　それ　　　アミワ選シ

dan◎ano　lare　saganajagi　danoqte　lageba
だの　　　あの　　．やれ　　　魚焼きだの　　　　　　いって，　　　　焼1ナ獄

・・re　9・d6・一・・t・qt・・÷t・k・u・m・n・・3・9・na．1・gu
それ　　　瀬戸物へ　　　　載って　　　そして　　食うもの。　　　余分な　　　ものを

m。qtede　m◎d。一n・1。・n． 堰|d’a　ba　li　bu・anε，ttnaj　ia．
持っていて，　　もとの　　　　　ようには　　　　　　　あぶらないものねえ。
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　　　R　aburanεsu．
　　．あぶりません。

醤　modo－daba　sleba　zlako　demo　naNd．emo　c．t　kamede
　　もとなら，　　　　　すると，　　小鮒でも　　　　　　何でも　　　　．つかめて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　keba　．beNke－mo　nam◎　｝導uzureqtage　sas遷te　sos壬一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エノ　　くると，　ベンケイも　　　なにも　　崩承るくらい　　　　　刺して　　　そし

　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　の
　　te　sore　dasT　ny　nl　toqte　kugta　moNdata頓・ema“一
　　てそ纏　ダシに　　と・て　食うた　もんだが・　　．るな

　　dal｛］ee　na・ni　das墨qte　jueba　jag量bosi一一dera
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　ら　　　　　なあ一に　　ダシと　　　　　いえば　　　　ヤギ．ボシだの

　　daqte－kodeno　ko・mideena　monosjede　kuqta一・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　などいったものや　　　　　青みたいな　　　　もの入れて　　　　　食っている　……

　　（》ya－mQ　S＋ranetaqte蕪量b◎s4　naNda黛a　jagibo．s÷na’一
　　オラも　　知らないが・　　　ニボシだが　　　．ヤギボシ

　　Ndaga　kaqte　kitρ．・◎・ite　az÷n◎m・d・一lte，ra．一daqte
　　だが　　　　賢って　　　来て　　　乏して　　　　味の素とかいって

　　sjede　s．os÷te　k，uqtel’u－de　nεffee・．　，“．
　　それをいれて　そして　　　食ってるで　　　　　ないかね。

Ukuzir・・1・ll・iqpikiza＄i　t・kakete　naNto　t◎ku・kpkor◎一
　　〈鯨の　　…肺1し〉　　とかけて　何と　　鰍・　心．

　　wa・beNke●m◎　k◎rn　aru・　uslwakamaru－wa　t，alheN
　　は　　く弁慶も　　　　　麹る〉。　　　牛若丸は　　　　　　　　　　　大変

　　cujGirkara　beNke・m．o　k◎maqta　wake－desjo・aite｝
　　強いから　　　　　　　弁慶も　　　　　　騒つた　　　　わけでtf　．kう一，　　　　相手

　　ga　dekinakaqtadesjo・．　mada　sono．kuzira｝no　iq一
　　が　　できなかったでしょう。　　　　　　また　　．その　　　く鯨の一

　　pikiza・i－w・ku・i・a｝w…　ki？m・・d・・」・’一b・Nk知響一
　　匹刺〉は　　　　　　　　鯨は　　　　　　　大きい　　もんでしょう。　　　弁慶

　　濃ag」ミ£諜騨、a航esl◎’◎楚訟a「a寵’「a｝0．鑓。留9

　　beNke・R◎　naga－ni　ireru　k：od◎　deg｛nai　wa｝〈　e一
　　ペンケイの　　　中に、　　　　　入れる　　　こと　　　できない　　　　わけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一29一



　　desu一・jo．　dakara　beNke・mo　komaru－to　ko・ju・．kb幽一
　　でしょう。　　　　だから　　　　ベンケイも　　　　困ると，　　　　　こういうこ

　　tb－desu’一ne．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　とですね。

鷺翻Z’　◎．＿象鷺oN　（K〕’場ど’zas↓’

鷺呈甚覇臨3呼δ・・uka　　：t　1’、・・

Uk。、i，、一n。、「
堰E．，・pi　ki，a・i一・・k・k・C．，：dai’　si　ub2e；．tt

　　〈鯨の　　　　　　　一匹勅し〉と　　　　　　　かけて　　汽』　で．しょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　（聴）：Nd・．1し〔．K．〕・・N・…　9・．r』1　　』．．’
　　　　　　そうだ。　　　　　　　　　何と　　　　解く。

登：．・1’　・　・’．擁と．1’・・9・da－n・，・i・　d「cl・…i脚氏h・・i・・9・d・一

　　あれ，　八郎潟の，　　　　　　　あれ　　どっち　　かな．。　　　八郎潟

ll，・脇ゆ1瓢㍊t．ゴk・…三三”d・W・2罪u蝉

　　・・一n・eqp・Nj・g．i・「t6　ka1・etφ’de・it・n・．　．．1
　　ロ（鮪）の　一本焼〉　　　　と　かげて　　　　でしたね。

　　h’a・．・b憶a曾．：．＝”．畳　』
　　はあ，　．そうカ≦ね直

　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　m・gbr・フ6　gqp・Nl・gi“”t・k’・ff・t・．「U・重．waも・m・r・U－to
　　〈マグロの　　　　　一本焼〉と　　　　　　　かけて　　　　牛若丸と

殿溜k＝醜慰一・・蓼5ざ「　・．照M・g’一・野｝

甥ノa留a「鴨寵dr・
ec’．．

﨑唐Q・・一　　 ．　　　．，’　”　／≡．7．∴．

　　e．m・．　beNke・’．n・d・・e・6・u．・6ト脚・．・・gd　e・」．・・n・

　　今，　　ベンケイなど　　　　おいてる　　うちは　　　ないでしょうね。

　　　　　　　　　　　　　　へ　　Nda．・lt・q’te。鋤・d3．h・・　．！笑）1
　　そうだ。　とって　　投げてしまった．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿30」



H群・曾締。｝無。ま二目£噸轟薯「a喉蟹’g雅＝

麗Nda，　Nda　　　　　　　　　．　　　　　　　　’　tt．『』‘
　　そだ，　　　そだ◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し麓　 SOS量te　kO8　Sa．SUwη0叉鷺O　arUS圭，　tada　kO‘　Wara”0
　　そして，　　　こう　　刺すのも　　　　　あるし，　　　ただ　　こう　藁を

　　（　　　　　ね〔N層〕　撫a｛｝edegae）。」・qt・m。・um・一d，・。m。。，uN・Z”」、’1・

　　（　　　　懸げてかね）　　　　’ちょっと　　　まるめたのも　　　　　あるのでは

　　舶曾des睡≧．・
　　ないですか。

鋪　 N（la、　k言｛｝◎kO　 l）a3ba　 sO賢S≒トta，
　　そだ。　　寵が　　　　なければ　　そうした。

R　（笑声）　Nda．
　　　　　　　そうした。

Nk論。k。k。。ac・t・．n・d・（。ed・m醐k・・k・・。9、・d・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　締を　　　　　貿うのでなくて　　　　　　　　　　　　　こう　　からがいで

　　……S・re－dem・keqk◎t‘．・asa．q「teru1蜘嶽’・，　　』
　　……それでも　　　　　　うまく　　　　刺され』ている　　　　もの。

　　　　　　　　　　　薮刀　男鹿地震の話（その一）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌日ff寺　1967年2月26H
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月3N　臨地検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣　btしわ3もと糞韓くら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音場駈　秋田県男鹿市脇本大倉

話し手

　（略号）　ぐ氏　名）　ぐ｛生別）　（生　　年）　（職業）　（居　　　住　　　歴）

　　鋪　吉田ナツ　女　明治22年生農業　　脇本だけ
　　R　　安藤リワ　　〃　　　〃17年生　　〃　　　　　　ク

　　痘　　北条忠雄　　　　　　（聞き手　編蕎）

　解説：　もう29年になるという男鹿地震の話。その縛の模様がこまかに具体的にいきいきと語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一31一



　　　　　　ほシ
ら澄．ている。「吉ノ爺サ劉　オヤッ　婆！地震ダデァトイウシ，ナァンモカモ，ソシテルウヂニ，

グ勇グワジグ男躇チテシマ。テ，ミデノ砂チニソゴノアノオン弛ノ家ツブレル

シ，サァコンド，善助ノ家ツブレダ，オレノ家デバ　カタガッテシマッテ　アトハァナァンモカン

モナンネェ」まことに見事な活写である。　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　・

z÷s4鑓一wa　「ekucu’一　kurae－no　’t◎ki－desita，　oba：saN．
地震は　　　　　’いくつくらいの　「’　　時でした，　　　　　：嶽婆さん。

z÷s4・N｝9a9・・　z一をsilga　　kodos÷ndde　　nizju・s4－c4・neN｝da－9a9。
地震かね。　　　　　　地震は　　　　（今年）　　　　　二十七年だかね髪。

　　　　　　　　　　　　　　　　ことしで

kuileLN　naru．　kuneN．　1｝aru’‘．
（二十）九年に　なる。　　九年に　　　なる。

nizjU・kUneN－ni　naqtageeha・．
二十九年に　　　　　　　　　　なったかねえ。

N。

うん。

Ndana・　－anQ　dog圭a．m　’ada　hidεegaqtadeeハa．
そうだなあ。　あの　　ときは　　　ま．だ 　　ひどかったなあ。

ore－no　 ｝．10ra　　z÷sa∬｝a，
オレの，　　　ほら，　　爺さま
　　　　　　　　　　　　じ

n量zju・kuneN－ni　naqta
二十九年に　　　　　　　、　なった？　　　　　、　　　　　　、

Nda，　nizju・kuneN－ni　naqta．　cj◎neN……
そうだ，　　二十九年に　　　　　　　　　なった。　　　　去年………

．Sleba，　Ore－nO　sabU　Sjeba　niZjU・ku－ni　naqtagae．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りすると・　　　オレの　　』・三（郎），すると，　　二十九に　　　　　なったかね身。
　　　　　　　　　　　　　ナブ

ododos蚤　 o．re・　a（｝da－mono・　nizju・s一士cika（曾）da　Mono
繋ととし @彫，勲だもの・　計七回（財ラム）だ　もの』

z÷s↓N｝de　nakunaqta　kata－m・o　oqtaN－desu－ka，
地震で　　　　　なくなった　　　　方も　　　　おったんですか。

ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ

a’N，　sore　sogo－no　soba－no　zjeNnosuke－noaaja
はい，　　それ　　　そこの　　　　　側の　　　　　善之助のねえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一32一



　　z本qcja　eN－no－s垂ta－ni　naqte　　s毛Ndanε9εe．
　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　む
　　爺ッチャ　　　家の下に，　　　　　　　なって　　死んだもの（薩訳く死んだではない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か〉）

　　ha・
　　はあσ

R　　oye－no　　t◎nari－da　。

　　オレの、　隣だ。　　　　　．　　　　　　ン　’
　　　　う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
　　Cttbureda　e・qte　naNgeN－mo　．aqtae・　eζ置en．i　cubure一
　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　ロ

　　つぶ泊だ　　　　家というと何軒も　　　　　ありました。ひどく　　つぶれ

　　da　e・Pa．
　　た　家がねえ。

　　Ndβ．jaqpari　ano　Z÷si｝N－d　e　eR◎mO倉．0－miNna，
　　そだ。　　やっぱり　　　　あの　　地震で　　　　　　家の　　物みな（つぶ灘）．

　　CIO・nOSUke一、n・kO－mo＄iNd縦ba・fUtari噸O　S．　aNni　bl　一
　　　　　　　　ご　　長之助の　　　　　　　　子も　　　死んだし，　　　二入も　　　　　　．三人

　　IT｝O　SINda碧a，
　　も　　死んだ’。

　　f・cug◎ro－naN－deSU，　anO　ZまkokU－wa．　　ロ　　
　　いっごろなんです，　　　　　　　　　あの　　　陣1刻は。

　　　　　　　　　　　　　　　へ　　f．urogdaqtana　n｛府gorq－de　aqtana・
　　震えたのは　　　　　　　　二時ごろで　　　　　　あったな。
　　：7X，

　　Nda－na，　orideqte－gara｝da　mono．
　　そうだな，　　　（田爾へ）降りていってからだ　　もの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　orideqte－gara－da　mono・　niN　 niz垂gGro・　　9090－no
　　降りていってからだ　　　　　　もの，　　　　　．　，二時ごろ，　　　　　午後の

　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ

　　niz÷一90rO－kara　niZ±ff◎roni・　　baqcをri　．niZ冬一dadet
　　二時ごろから，　　　　　　　　こ二蒔ごろ1こ・　　　　　　バッチリ　　　　ニ時だという

　　碁、穿ξe－mo黙εi’〈R・碧ぜ・〉「絵扇鑓oka覧歓坤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　wage｝de　nε’d・m…　r　Cl，　・・’”●wagaraned・m◎ma　・N　gu
　　わけでも　　　ないけれど，　　オラァ　　はっきりしないけれど，　　まず
　　　　　　　　　　　　　　　　　（俺）

　　nτz÷一90r◎　daqtana．
　　二時ごろ　　　　　だったな。
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燕

熱幽

翌
　
鷲
貧
　
羅
　
繋
嚢
　
漣
　
鷺

・b…’・・N－nad・、・t・Nb・一・li・…e・taNd…k・…｝・・レ
裳ばあさんなど　　　　　　田鷹｝に　　　　　おら加たんですか，　　　　　二時

9Gro・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
ごろσ

are・s・re・t・a　LN　b・一sa　ta・慕9÷帽ni　gqte　a償ana・
アレ，　ソレ，　　　田圃へ　　　　　　闘を　　打ちに　　　　行って　　あったな，

ada1’i－nQ．　th　oN「’d臼ba．

近筋の　　　　　入たちは。

Nda．
そうだ。

s4tawdomo　ore－no　mus　ttm・e・’一　sjee　ko　moqtede　aqta・
　む
けれど，　　オレの　娘よ　　　子持って　 いた

m・n・一na，　war＝≠唐S’m・qteede　aqtam・n・一・　see　s。Nde，
ものなあ，　　　ワラシ（童）　持っていて　　　あった　もの，　　　　それで，
　　　　　　　　（赤ん坊）

aq，　osaN－de，
アッ　鉛産で

言．

はあい。

osaN－de，　k◎d◎mo－saN　mmare－te　olqtaN－desuk：a．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oお産で，　　　　子どもさん　　　　　　生れて　　　　　おったんですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウマ
へ
a’

はあい。

鍛6de甥◎繋’讐i錨kaN－d・農・竃膿…
・Ndb’9、ag．：

そうかね。

。N』』
D’

A◎・1。・．k。d。　n。t。t。，。，e一。◎・」。一d、・b、　h㌃d。一

うん。　そう　　いう　　ことが　　なくても，　　　　オレ’の　　　家なら，　　　　ひど

1・繋壁rゑ晃・・誌面・・’P
　　　　い把

呈建ご・　　　　　　　　．．一2『’一／t．．1宕
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駕瓢　n．◎鴇ba逢瓢3づ。「1’槻to黙塩：a£？，
　　　　　　　　　　　　　　　　（合の家）

謝。・澱d噸ソ9廿臨●1、巳曹鎌a．．9“・n．’．雲霞a

繊2π…～響・a瓢・聖r浅紅麟・．・憲・・｝
　　　　　　　　　　　（家のここらあたり，．分析酌表現．）

9“．課邸需nG．劉sa㌔器讐t・1’黙轡．ワ　◎

罷£謄一sa．C場毅qte’髪跳ワ0霜㍊，「e隷dr　a潔a

　　m…　T…　s・・　e’”　d・g・k・d・gaqta　mO　b｝　cl　e　aqtaNteg・m

も暁 @．それくらい　端紅　　 も．のだからゴ

　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　ne　jaqto　todastta｝nε一9εe・　c3aNto．　aNnakotaba
　　　●　　　　　やっと　　　（娘を）出したもの，　　　　　ちゃあんと。　．あんなことは，

　　h・Nt。ne　naNt・ga　sjeba　9’Ndaga　ade　negaqta・
　　ほんとに，　　　何と　　　　　すれば　　　いいのか　　　アテが　　なかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（霞当）

　　…　e・k・Nd・t・¢higgi、a一・・ku・◎kaddm・d・d・
　　そ2・i，　　　こんど，　　堆脚」、屋の　　　　　　　基礎　　．固めていた

　　望響穿繋a竃蹴ご｝na．「・ぐ、瓢〉壷福認？・憲rama

　　k乙te・s・9　kGNd・sl　eme・li　n・qtede　kede　aqta
　　来て，　　　それ　　こんど　　セメン　　　塗って　　　　呉れて　　いた

　　mon・一・j・SS・・r・’k・・d…　ggi　hid・・”．gqgi・ide－ha

　　ものねえ・　オレこんだ　暑い　”“（’　暑い　．rで．

　　maNma　kuqtaba　sogo　tadedeqte　kenega，　aNmari
　　餌　　食・たら　　そこを　騨てい・て　呉適いカ｝，回り

　　nQgiaNte　Ore　ma・　（ne）hi宅◎neri　neraqte　SO・
　　暑いから，　　　　オレ　　まあ　　　　　薦響る　　　　　寝iるよって　　　そう

　　jU・S季，　a・　Ndaga　sitara　ore　tadede　ega・naqte
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　いうし，　　うん　そだ加　　　それ、なら　　オレ　　　湿てて　　　　行くよって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た
　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　kogo－Sa　keemeS÷nabekO　kagerU－bari－ni　SSte
　　ここへ　　　　粥飯鍋　　　　　　　　かけるばかりに　　　　　　して
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kono　k鳶Bi－sa　kagede，　sos÷te　kura－sa　ko．me
この　　　鉤に　　　　　かけて，　　　そして　　．　倉へ　　　　　　米

　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　 　
gqpj・・aeed・e．　t・g・d．e「 Da「曹狽?ｄａＣ＝E．t・9　Ee　dρm6・hi一
一俵　　　　　上げて　　　持って　　　　歩いていたら，　　　持って　　　　もう　．一

’t・gee　ri　egeba　e　”・　b』aride　aqta　wage輔：da・n唱a・．s．・．n・

遍　　舳ま　いいばカ1りであった　わ1ナだ・1　　その

do9圭，　　koNld◎　na・ni　s‘i－ta　mon◎一na．，　n．a・｝・lto　 jemeni一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ時，　　　　こんど，　　なに　　　した　　　ものなあ，　　　なあんと　　家萌には，

daba，　SOre　jeSa．．haeq．tekurU－dO　Om◎qtaba，　mme　一
　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　それ家へ入って来ようと　思ったら，梅

no－9i　mus｝6●ni　uDogu’m◎RoHPtna・　so｝si・teru　ugi騨
の木が　　　無精に　　　　　　動く　　．ものな。　　　　　そしてる　　　　　　うち

ni・　josi｝』no’　zisama　’6．ja．b農ba　　zis4Ndadeeqte　ju，・s一も
に．芦　　吉の　　　　　爺さま　　　　「爵や　　婆，　　　地霧だ」と　　　　　　いうし，
　　　　墜シ　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　パパ

・a・拠・ka踊．・・S…÷t．・ru．・si一・i・gw・・i・9　w’・ri．
なにも　　　かも，　’，　そうしてる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うちに，　　　グワジ　　　グワリ

多血言「写脚鑑des謡銘t命・’．鍛ε£　菰ni

SOgb－nO　anQ．　ON’ClO－nO　」e　CU．．bUreda，　Sa・’kO．Ndo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コそこの　　　　　　あの．オンチョの　　　　家　　つぶれた1　　　　　さあ　　ごんど
　　　　　　　　　　　　（屡号）

ze恥osuke－no　16　CUbur．e．da．．．　or・e－nG　ledeba．
　　　　　　　　　　　　　　つ善之助の　　　　　　　　家　　つぶれた。　’　　　オレの　　　　家は

kada暮aq．te　s÷m．ate　ado－ha」na，1　m．o　kalmo　n．aNRε，
傾むいて　　　　　　し藻って　　　あともう　　　どうも　　　こうも　　ならない。
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魏　男鹿地震の話（その二）

録音日時　196，7年2月26日
　　ぐ同年9月3臼　 臨地検討i）
　　　　　　　　肉　btしわきもとお陶くら
録音塀藤　秋甲藥男鹿市脇本大倉

話し手

　（略号）

　　飛

　　R

　　H．

低、．名）

吉田ナ．ツ，

安藤リワ

北条忠雄

（性別）　（生　　年）　（職業）

　女　　　明治22年回：　メ塾業

　〃　　　〃　17年生　　〃

　　　（聞き手　編者）

（居　　　住

　脇本だ1ゲ

　　　！一

塩）

解説：　〔7〕につづくもの。テープの都合で一連続のものを〔7〕ζ〔8〕とにわ1ナた。産？k一一

避間目赤ん坊を抱いて霧床にいた娘さんをトダシた母親（今の老婆）の愛情が騰を打つ。〈デハ

テC外に出て）死ヌヨリ寝策デ死ソダホーエガ’ッタ〉外に出てもなおあぶなかった激震を語る言

葉である。最後の結び，ホントネ（に）アングラオッカネァメニ　アウコトモ　アルモングネ

堪瞬顧磁〉こと・〈取1り出ず〉からみ＝糊はこの齢で共蘇のヤ・レ（骸る憶味に

旧いているので，ダスはトダスという。秋田一般はクレルもヤルもともにくケル〉である。

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　T

N　aNde　aqgu－mo　natMmo　naranEekute，　je－sa　haeqte
　　歩いても　　うまく　　　　　どうも　　　　歩けなくて　　　　　　　家へ　　　　入って

kuro－do　ornoqtaba，　modod．aba　kue　Nna　niwa－no
来ようと　　　　　　思ったら，

　　　　　　　へ鋼廿一∵1．9．？d　，，

ハ，

tara－do。　tara
俵と（いっしょに）。　　儲

　　　以前は　　　　　　杭は　　みんな、ニワ（‡間）の

サdaq?晒跡naぐ搬〉
　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

sFZju”mo　gozjv－mo　aNde　age－de
四十も．　　　　　置十も　　　　　編んで　　あげて

aqta　as　tt　’一　mo　iparoq’ 汲奄窒堰@o　c．　＋一　Ye　si

あった　　のも　　　すっかり．　　’　　落ちて

燥te臨朧蹴…｝na・＜㌔瓢＞

qguqte，　ema　je　cffbureru　dogo－da，
V＜くってえ．』．11吾「　1家1　つぶれる　　　　　　ところだ，・

一一@37一

s＋mate，　je一一sa
しまって，　　　家の中へ

na・slni　haqte
「なにしに　　　入って

haqte　egu’“
入．って　　　行く



・・。・・。・3・，・凶…　d6ごFa・m』・…n・…一・tt・
な」ってえ。　「おや，　お千代が　　寝ている　　　もの，　　なんとして，

・，6；漸4・ba…鋤・6b・。・Nneqt・，・。。一R・ra　h・q・・

そ桝・・馬下騨妨姻と　いって　　入って
1〈uru一・taqte　k・rarene　m◎n◎一na・／R，　uN・＼S・・5U・
くるとMもこられな㌧一柳奔・＼．．r舛やいう｛

mo製dadate　ko’Ndo　koqc÷no　h◎・”’ne　amadρ一gara
もんでも @　こんど　こ’ちの　方の　四三から　「

k・Nd・S・9　amad・一m◎k・Nda　k・・naqt．a門bβagara“一
こんど　　　それ　　雨戸も　　　　　こんどは　　こう　　なったら　　　　開か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

購．＜糠♪繋一?｝dl越μ∵e糟e
nedogo－sa　e’ 曹狽?．@f　・u　qpa・qt・e・．k圭t．a，moN4a．　s．ono　ko
　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くシ

蘇へ @　行・て　ひっぱって・舞・唾ん◎．その　子
hitori　daga’Sij6・de．’koNd・o，　：sono　cja．Nto，．koNda
ひとり　　箏かせて・層　こんξ、’．　その．．ち嫡ルと・　こんどは

，。・anaNb。ff．a　naqta　m。Ndab・ka，　m・d・一daba　di　一

興！…どれ畔…鰍も聯力’．．．．．噂ら、　F
zjuec÷・nic冬　dogaEia”ε　moNde　aqta　憩．on◎一na．
　　　の　　　　　　　　　　

1．ヤ日四一・回（脚轡さないもんで＿趣も嚇・
／R・N＼．． 求E蝿・n・・t・m・。。・・a・n・・，＋，，◎。　t6d。、＋一
＼、．うん・匹．・をどは．．恥．　なら妙し∵「、それを、出・

・・1・・i…b・k・9．◎一n・◎9・一h・m・m・m・d・gm・d擁・

て「来たら・…菩の　岡噛が字）が無、怜なら，，
k。・hi・。。一d。m。．「刀B。。　m。m。，，，．qt。　k。、d。　kli・z，。，。de
　　　　　　　　ロe　・’広い曜・・斥の　ガケが．ずrマと＿rをどは跡て

kl・・m6・a・l　b・・Z’ 堰E一d・」e－d・k・Nd・k・・c．tt．、u一

来たもんだ…便醜．．　家と．．．、こをど．こ？．．くマつぐ

d・g・IINg・9…gha．・・…　k…6m・，・・e・」・b・

：lii∵驚蕊。∵1㌫∴∴．∴∵ると

出て　　来て　死ぬのだか」と　．　いうものな・
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〈R’琴児♪盤老at曝tels錆£躍dβ’bl繍撃Q騨n∵、

£宴e鉱甚壁・瑠象潟？をd鈴qte「婁；読’∵諸d・m・

　～　　　　　　．　　　．～

畏早ゆ磐N9彊∫繁0”sa～潔de辮まba？ま揚贈｝to

・qt・k禰m・N・ffma・k。醜・k鋤n・ki・・一・ρ．・，a．9，a
書・たら，　まず　まあ　鵬の　　　基礎の一　中ド∵

「k・d・mal 早E・raNt・9・Ri　k・9・一s・a　c・・re’・d・k　Qe　（q，。）…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ貯まっているから　　　　　　　　　　ここへ　　　　つれて　　　　来い（．って）……

sO1ES÷te　kONdO　S。n・SO　qk　ara　kONda．nO・・N　n・N
そうして　　　こんど　　その　　　そこ疹ら　　　こんどは　　グン　　グン

甥畢do題」ede鍛e　t農「a翼1◎　o皇鍵も」　m・o．

m言・φ・ag・・一de　ls　j　・b・・“d・・．n…m・ai　r　a・’」・，de　・sfd・

まず　　　　運んで，　　　　　すると　　（それを）敷いて坐らせ敷いて

n・m・・a・」・d・t・qt6‘m隠d㌫晦…　agi一．de．　s5．b議s，牽，

坐らせたっても　　　　　　　　まだ　　『春先のことで　　　　　寒いし，

fUt・N－m・nεba　naNm・n－ a@1〈1U　te，　ma．㌃da，　S・e＄G．n。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ蒲随も　　　　　　無いし　　何も　　　　無くて　　　　　また　　　　それ，　その

09　U－no』?ｏ・gara　kONdo　lesa　eqte　nemagi　m◎qte
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　コ奥の　　　　　方から　　　　ごんど　　家へ　　　行って　　寝巻　　　　　持って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むkite　soslte　koNdo　sogosa　futoN　tagade・qte．一na
来て　　　そして　　　こんど　　　そこへ　　　　鞠i　　　持う℃行ってな

　鷺．　uN・＼　hitobaN9ξ｝　ko撃da　sQgo－sa　ko・　d・a9’is＜　，ん．／一嚇　　，ん。eまそ。へ　子．．抱き，
　　　　　　　　ヒ｝

Ndes抽｛一・・函a・SUk・q・・ゆ．・・d・”一　n・］・・，i・」・一

そして　　農の　　　　　様な　　　もの　　買ったのを　　　　外の　　　　　　聴

，i　一“，a掬。d，、q・aaと慧・，　／。，e．蛎am。9。，，e、．d．e．．k、i，、一

　　　　　　　　　　　　　　　　　
へあげてあったのそれがみなころげて．・．来た
，÷，・，’ ?ｔ言9ad・aqt・k・m・・1・，・m。qt・，k、・n。d。
し，　オレ　持って　　歩いた　米，　家べ　拮って　来ないで
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　　s・d・囎ni　aru・もh・r　e・k・Ndak・q・÷gar．am・qte
　　外に　　　　　　あるし・　　・それ・　　　こんどは　　こっちから　　、　持って，

　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
’「P艘1雛s条nabe層智とt　egla．．鴇要ade黙毒牡「侍一

　　N－do　tagade　kite・so¢te．k．oNdo　sodo　a．qkon9　？de
　　と　　　持って　　　来て　　　そして　　　こんど　　外，　　．．あそこに　　いて

叢　繋贈三一1．a●ぐ’轡a＞轡・t・e，

　　k・Nd◎k第me・s戯nide　maNma、　，kWasjede　soe．m・・．ha…
…・
@こんど　　　粥飯　　・　煮て　　　ごはんを　　食わせて，　　　　ξれ’1』もう　ハア

　　纂・三一・9um・瓢y『も・・歪鍔：：：鵠．・〈R蹴〉

濁∵曲0霧「a協q零ρ∵ε兎ta，るρ嫌・轡te

蝦e鍛e鵜IS㌣．」a　・C　tt’朧⑳甥’・罫．等●

　　nla．n、i．暮a　n，usttNdo　mideepi．・s．手te．ko．qc十衆ara　mawaqte
　　まるで何か　　盗人　　　　　　みたいに　　　して　　　こっちから　　　　　廻って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　gte　k。・⑳・’t　・d・p・　’一　g　t／・4　t・9・Nte　aqt…　i一・d・
　　行って∫こんど　　　戸棚から　　　　　　　持って　　　　歩いて　　煮て

　　ma・Nma…　÷te　k・｝1　d・m・N・ma　kwasj・．d　e・h鋭・b・N9・
　　ごはん　そして　こんど　「ごはんを　飾せて・．、　π晩げ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

．呈二涯’冑謝0繋a鯛、9・膿「g騨e乳窓t　

　　tβFNd・9・・a・勲・u　m・・m融，・・k。Nd。　maNm。　ta一
　　　　弁から　まヂまあ　水をド曝んで．ごはん・炊
　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
．三． ﾃ越誌巖s’畑蚤te’呂案£ma：膿e即詠，h’k’一

　　　　　　　　　　　　　ぬ
；te’ l戸詑霧島蹴蕨蜘a碧0∵raa．’＜R畷1＞

　　sをte，　　so（～　koNdo　Nr］a　saNt◎　 naNto．s÷taqte
　　そして　仇こんど．福な財三崩）なんとし牟って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．40Pt



騨あ叫　∵贈0濃野くR葛慧盈謬to
S÷ta，　naNt◎　S4taqte　s◎nO．naNno　kuru　mo・fiO．
しめ　　どう、　し掲とい・て　その、なんの・．《る，　もの・．

　　へ
sjoNbo噌gada一’9ara　mura－no　hitQgada　Nna　saNto
消防がた：から　　　　　　　　　村の　　　　　　人たち　　　　　みんな　　産人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へnaNt・S壬tatel〈・ite　kerUSも　S・誓emagU　saNt。”m◎
何と　　　　したって　　来て　　　呉れるし，　　、そ，れ，、まず　　　産子も

　　　　　　e・aエq．te　la，只　1・　imes；妥，｝｛βqte。　na　｝xlcjU：一9εerlfiaIMO
何も　　　　・いい（鱒だ）から　焼飯　　　　飯つというわけだ。何ヂ遍（となく）
　　　　　　O　　O　　　O　O　　O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ誤ta隷da〈嚢　Nda．　　そうだ。〉膿｛をぎ岬二demo留

膿da．竃罵ごaぐ愚￥o層艘le＞誌濃㌣器

he・ba　　hi　tobaNge－ni　　saNgju・naNbo・一geeri－daba　　jρqta脚
すると，　　一晩げに　　　　　　　三十何遍は　　　　　　　　　　　’　揺った
　　　　　ヒト

継ご難a〈R∴〉　　・　・．』・l

hoNton？　a碧darl琴　oq琴anεem¢n気　aukodo門理◎　alrUlmoN・・r
ほんとうに　　　あんな　　　　恐ろしい壌に　　　　　あうことも　　　　あるも！㌻

danEffa．
ではないかね。

醐論風◎対話

話し手

　（略号）

　　u

　　K

（氏　名）

吉田ナツ

吉田運蔵

菊地正信

北条忠雄

（性別）　（生　　年）　（職業）

女明治22年生農業
男　　　〃16年生　　ク

　　　（聞き手　高校教諭）

　　　（聞き手　編　者）　　　◆

　　　　　　　一41一

録音日時　1967年2月26H
　　　　　　　お　が　しわさもとおおくら
録音塀所・秋腿漿男鹿市脇本大倉

（居　　　住　　　．歴），．

　脇本だけ
　　　〃



解説：録音中にお昼になり，昼食のご馳走にあずかった。

これは，噛その昼食中のなまの紺話である。・実：はこの対話録音を特に注昌したのは，講中に出る

＜z垂鞠is多飴ranaNdera＞とや・う繕三一表現が見えるからである。秋田のよそなら普通

くZ－FN　e．i，s　i　tie　ran5da　bε〉＜zi．Neis・i－teran“ T，das／tfbe＞などなるところ6

XkT　g　e　h　a　N　n　o　b　e　d　e

、，，’ @ご飯を　　．だして・（ぐださい）
　　　はん

rLX　ija　takusaN　ado
　　いや，　たく：さ4’。　　、も．う．

kerede　zju’kuN－desu
これで　　　　十分です。

ZY　juqkuri　agaqte
　　ゆっくり　　　上って（ください）．。、

IST　sje．Nsje　sere　z・i－Ngi　s－i－terujodanaNdera
　　先生1　　　　　それ　　　遠慮　　　　　しているので．しよう。

露：　eq／
　　えっ／．，

N　z“Ngi　s　S一　teru｝　od　．a　naNd　era
　　達慮　　　　しているのだろうてえ。

蓋監二　 z一蚤一N茎｝i　　s同垂・重rεra／　　
r｝aNte

　　ジンギ　．シ、テラ．．／、何ζいう

NeN』窒梶E一s靴eru－deju：
　　　　　遠慮してると　　　　　　　　いう

imidesuka
．三味ですか。

kodo
こと。

K1⊃a融◎eNrl◎一site　nai　zjU・bUN　Oit　aga圭qpeeda．
　　何の　　　　遠慮して　　　　　　　ない。　　十分。　　　　　おなか　　　いっぱい。

seNse・　ano　z＋N一，g“一．siteraqte　eNr｝ositeruq　t．e　3v・”
先生　　　　　あの　　ジンギシテルみて　　　　　　　　遠慮してること　　　　　　いい

　　suka．　SO・きU・s曲εga．
　　ますか。　　をう‘．いうでしまうか。

羅　e・e：　IU・desune．
　　え　　え一　書いますね。

　　　　　　　へ豊　 ora　hazi註）・ede　kida　kore
　　オラァ　はじめて　　、　聞いた，　　これ。『
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N　agireda　rr］oNdane．
　　あきれた、　　　もんだねえ。1／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のど
Kio］澄じいさんとおばあさんの喉コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儲日時　　1967年2月26日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　が　しわむもとカおくら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音場所　秋田興男鹿帯脇本大倉

話し手

　（降号～．．（氏．名）1（性別）（生年）（職業）（居住歴）

　囁1U＝、吉田運蕨・男　明治16年生農業　 脇本だけ
　　N　　 吉E頚ニナツ　　　女　　　 〃　22年ξ往　　　〃　　　　　　　　　〃

　解説：おじいさんの唄は〈脇本は火事で二度輝ナたが三農焼けたらそれこそどうにもならぬ5＞と

いう趣旨だ瓶　どういう時謡うのか聞きもらした。お婆さんのは，臼引歌のよし。じいさんのも

　或はそんな時のものか。

　（イ）　おじいさんの唄

Wwa、gim・d・一w…　N－n・b・g絹…　窮d・1・g・d・．
　　脇本！ま．．・　　何の　　罰やら　　　二度　働た・・

　　saNd◎　jageda，　saKde　jagedara　n◎（董adZYIIe－dJa．
　　三度　　　　焼けた，　　　．三度　：．・　焼けたら　　　　　容易でない。

　　a：　jagedara　saNdo　jagedara　nodadz費ne一（1，a，
　　あ「：：細たら・叢・・翻たら　たいへんだ・　　、．

　　ja：do　na：
　　ヤート．、ナ・一

　（ロ）　おばあ．さんの唄

　　　～　　・　　　《幽
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　へ魏　 sabukaze｝no　9◎「1N！｝a｛｝ane－no：　（t◎na）　（ldosuSugi
　　寒風の　　　　　　　　五輪長峯の　　　　　　　　　（とな　）　糸薄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ススキ

　　1・d6、s。，貢gi漁・一・i・t，・k・d・・m・」…　」・・a－d。：

　　糸すすき　　　　　　轍こ　　　　　付けても　　　　　ゆら　．　　ゆらと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一43一



　へ（cuzugane　aNda》　masaga　cu・ke－demo　　jura　　jura－do
（つつがないのだ　　）　馬に　　　つけても　　　　ゆら　　　ゆらと
一自分の声のこと一

ja：to　na：　kGju・　uda・da。
　　　ソヤート　　　ナァー　こういう　　歌だ。

　　　　　　　　　　　　　ζ日馨、餅のかぞえ歌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録膏霞時　1967年2月26日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　が　しわきもとおむくら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音場所　秋田累男鹿市脇本大倉．

話し手

　（略号）　（氏　名）　（性別）　（生　年）　（職業）　（居　　 住　　 歴）ド

　　N吉田ナツ女明治22年生農業　脇本だけ

　解説：　1．フ｝ツーフグダモヂ．　　　　6．ムッ12一　一一．ミャゲモヂ

　　　　　2．フタツーナリダ・モヂ　　　　　7，　ナナツージe一ニモヂ

　　　　　3．ミッツ・・ミソツケー一一タンポモヂ　8．ヤッツーカザリモヂ

　　　　　4．ヨyツーアンヅキモヂ　　　　　9，ココノツーオガノモヂ

　　　　　5．イツツークヌジモヂ　　　　　10。　トズーセンキモヂ

雛．futo♀tr　fugur・ed．a　；fugu：（ia－mo♀十・・ぞutaq，’ctt　fu・fu－no
　　一つ　　　　　膨れた　　　　　ふぐだ餅　　　1　　　　二〇っ　　　　　夫婦の
　　　　　　　　　フク

　　．nar董d裂｝mGい・mi　q　ic　ti　mi・s◇輌Cサke　taNp・轍m◎S伺a曾・
　　なりた餅　　　　　　　　　三っっ　　　味麟け　　　　　　たんぼ餅（だよ）

　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　」◎qCti　309◎re－da　adzug玉mOCも．　ec竹C繋、　esladOrn◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　サ
　　四つつ　　　　汚れだ　　　　　　　小豆餅　　　　　　　　　五つ　　　　・医考殿の．

　　　　　　　　　聾；ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　ku・慣im・俳muq…　mu・ifme“n・milaO・一瞬S斗一
　　くすり餅　　　　　　六つつ　　　娘の　　　　　　みやげ餅

　　nanac6…1a鵜sa・き・…im・・÷．1・q，b・1。，賢gh・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ

　　七つ　　　　　七草　　　　　　　雑煮餅　　　　　　　　八つ　　　　　屡敷の

　　　～　　　　　　　　　　　．　1　　tt．・’　．　　　　　．，　　　1　；
　　kazar至榊mOS多・．k・9◎n・♀類k◎fi・」e蹴O　ogan◎m◎9．÷・
　　飾り餅　　　　　　　　　　　　　　　九つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事がの餅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この家の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一44一



　　　　のt◎・”n1
十に

to＄orlno
年寄りの

seNki　in　e　．c．　一1“，

　　　　　　v　　．せんき餅，

ル
na｛d．a．

なんだ。

／　’

ζ12馨 若い時の話ちょっぴり

一夫嬬仲よくかせいだこと一

録音日時

録膏場所

1967年2月26H
　　　ぬ　が　しわきもとおあくら

秋田累男鹿市脇本大倉

話し手．

　（略号）　（氏　名）　（性別）　（生　　年）　（職業）　（居　　　　住

　　　　　吉田ナツ　　女　　明治22年生　 農業　　　脇本だけ

歴）

鰹説：題名の如くしかりQ

しかし，ちょっと。田へも山へもく働きにゆく〉のをすべてオリルと言い帰宅一仕窺から帰る

ことをアガルということ，この短い中にあらわれている。

N　or　c一”d　a　ba・　，j　am　a－sa　orid　e・　eg．．　uqte

　　俺は　　　　　　山へ　　　　　おりて　　　いくと
」饗曲a，
　　のいえぱ，

」曾｝no
家の

na　ff　a

中を

’号　’qt白・

いって　’

kadac慧k：e’一de，
　　　　　
かたづけて

je一’　sa
　じ
家へ

in’　dN　（1　1．a一・　TBe　13　o｝

ものだもの，

’s　oq　te’　’t　o　tad　e一　cl　e　to　s十n＞　e－de

そして　　芦を　たてて　　　　戸を　締めて

1〈　ite　ma　Nma”一no　s十　ta　gu　s十t　e’　1〈　“　’t　a

来て　　　飯の　　　　　　支度を　　　　して　　　食った

w．≠汲ｨ
　　v若い

UC．　十｝Ra　．
　　
うちは。

s　je　b　a，　e　r　e一　no　dz十q　cj　ac

すると，　　　うちの　　　爺は

in，ad’a　agaqtF”gara　koNdo　tamawari　g’ur’uqto　s－i一’te
また　　　（：田から）上ってから　　今度　　　　田廻リ　　　　グルッと　　　して

sos＋t　e’　k　u’　r　u－a　bi　da　mo　ll　’o　．

そして　　　　くるのだ　　　　　もの。

K　’haha・　’taN”tarp．awari　s＋te　1〈　u’ 秩@u’　wa’ №?－ne．
　　ハハァ　　　タン　　　田廻り　　　　　　して　　　　くる　　　わけねえ◎
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N搬季te宏a猛te騨Nma．k謬♂縞罵㈲a．謝。』

　　tame－ni　doqC÷”m◎9S◎gaS÷ag鍵da　m。n　O一’na・
ためにどちら

　　　　　　　　　　藪・；3Xやつのめ

　　　　　　　　　　　　　　　一一つの花に実が八つなる梅の話コー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音H時　 1967年2月26N
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　がしわきもとおおくら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　録音場駈　秋田藥男鹿市脇本大倉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田運蔵宅

話し手

　（略号）（氏　名）（姓別）（生　年）　（職藁）（居　　住　　、　歴）

　　N　吉eeナツ．女　明治22年生農業　　脇本．だけ
　　駐　安藤リワ　〃　〃17年生　〃　　　．．．〃
　　筑　　菊地正信　　　　（聞き手　高校教論〉

顧：二2の花で実が八つな梅一オラ（俺）食・たこともないし諏・てらどごみたこと

繍・・冠がにあ・・駄い・誌訴のア・・デ朔一ア・レド個…δ・⑳）に

蜘欄手が〈ア〃デシ・ウ〉と耀した邸く・蝋ハ・キリア・レルダ≧と力を張・循

・てい櫛コ助漁も．協㌔ガエ薫る鱒螺であ祝．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
N’S・re－gara　S・9・一n・』sad◎一’　S・a・N－n・」ぐni－m・．，・tlm．ebala｝
　　それから　　　　　そこの　　　　佐藤さんの　　　　　　家にも　　　　・梅林

　　鹸．hqt。、，，．n。．　em．。一d。m・k。・軸。S、鵬、q・t・、　ew。g・・、・◎
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　ありましたね。　　　今でも　　　　　鹿農様ってえ．　　　　　　岩愈の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h～y
　　．h。・÷・教・・ama一忌・・韓・一・・b・kas＋masa…a－n◎・5b・門sa

　　　八次郎様へ　　　　　　　　　　行けば　　　鹿島様の　　　　　　　　　側に

　　奪geba　jagttn◎meqte　arudegaξ㌧　oredaba　βqt・e　raida
　　　行けば　　 ヤツノメって　　　　　あるとよ，　　　　オレなら　　　行って　みた

　　kodO－tn・O　nεdOMO．　hana　fUtOCeSa　laqCV　narUdO．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことも　　　　ないけれど，　　花　　　　一つに　　　　　　八つ　　　　なると。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一46一



K3a－CU－h－sa－no－meqtene
　　ヤ｝ツ”フ’「v　tf　一ノ”メってね。　　　　．　　　，．r　、

N・d・．∫・9、…一、n・一・m・，・◎・e－d・bざ・m・艸e－n．i・tt・・d・rr1・

そう樹ぎツノメ’．＿勢は．い．’灘　　畔㌔．．・

　　kawar圭　nεqte卿aNta．
　　変りは　　　　　ないとだと。

RhoNdaづa．
　　そうだよ。

Kjac－ttR・meqte・isi曾m・N　・1　e・3・・ne・N・n・・ee　m・N｝da・u一

初回　　おいしい激し滅．・う鯉もをでゆ
　　bεna．
　　なあ。

N。aNt・ga　naNdaga，・ra　k・qde　mida　k◎d◎一血。、，ε・Sも
　　　　　どういうものか・　俺　食って　・碑　競も　妙、曾．
　　。、q，。，ad。k。。m、d、k。d。．m。n，．禰鷺…一。。、5、an。．

　　なっている　　　ところを　みた　　　ことも　　　　ない。　　　　　　の　　そばの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kas伽asama｝・・b◎一N　ba“rn・3ac轡・meqte　IU・1〈三
　　鹿農様の　　 ．そばの　．ヤツゾメやて・　いう木

　　eqp・d・，　mugas＋一gara｝n・ki．
　　一本：　　と，　　昔からの　　　　　　　　　　木。

R　………・四鱒・．…………．．

　　　　　　　　　　へ醤：：：：二112．Sl階層繍総’asama一no．、．阿附澤asを｝ga「a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　aruaNtagae・　3ac尊fusan・ume｝daqte　ju・m◎n・・
　　あるのだよ・‘　　ヤツフサノウメだと．．．　．・い『もの・

　　　　　　　へ
　　S◎no　ume　arり一aNda、
　　その　　　梅　　　あるのだ。

茎ζ　araNcjagεqte　jU・　fU・ni　kO・　jU・N｝’desU｝ne・　arU｝
アランチャグエって @呼ふうにこういうんですねえ’、，＿南る

　　desjO・neqte難e。
　　でしょう滅ってい『；こ岬　　　・■　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一47一



N　aru－do．　haqkiri　aruaNda．
　　あると。　　　　　はっきり　　　　あるのだ。

K　N　｛1　as　if　na　．　ar　a’ @Nc　」．　ag　Eq　te’　to－」　u－r　ba　e－d　q，，1）．a　ar　ude’

　　そうですねえ。　　　　　　　　アランチャゲェという場合は，　　　　　くあるで

sjo・一dasbae．
しょう〉でしょう。

R　ho’Nda．
　　そうだ。

K　arudaro・qte－ne，　ju・，　imi一’．ne，　arudeqteba　haqkiti
　　あるだろうってね，　　　　　いう　　意味ね　　　くあるど〉っていえば　はっきり

aru　wage－da．
ある　　わけだ。

N　haqki　r’i　ar　u－aN　da　．
　　はっき．り　　　　あるのだ。

報層． ﾉ次郎の話

録翻時．1．967年朗26白∴．
　　　　　　　お　が　しわき　もとおおくら
録音場筋　秋磁漿男鹿市脇本大倉
　　　　吉：田運蔵氏宅・．・・

話し手

　（略号）　（域　名）．

　　N　　吉田ナツ

（湖lj）　（生　　年）、（職業）　（居　　　　住

　女　　明治22年生　　農業　　　脇本　だけ

歴）

解説：大分のキッチョムみたいなものがどこにもある。．いわば日本の傍曾保既である。ここに四

つ話してあるがあまりたいしたものではない。
　　ヵド　　　　　　　　　　　　もモヂ

　①鯨は想に　　②紅餅　　⑧山さ：行ってマギきり
　　ワみジエ　　き
’④若勢ぶり

　　カド

①糠1は想に

N　s　i－Neez　i一　re，

　　繁次郎，

　’：v　．stN　eez　一十一　re，

繁次郎，

baba－do　fut’1　’ri　e’de　aq．一
婆と　　　　　　．二人で　　　　いて　　あっ

一48一



纏ご9艶・舗・曲藤欝・’∫・…蜜野燃

　　to　karate．jaNde－sj　Ee　janedeba　motekurusi，
　　　とからだ｛筆．・灘榔｝屋蹴ば、’漏・てくるし

　　脚・h油嬉圭9・r・mi・ni　npqt・，m・・÷剃m・n…lm・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なみて＝　1　飯も「　　　　なにも　　　　　　借金ぐるみに　　まあ

　　1～叩奪・・一w・9ρ・魍曾・乳9郵・ed・叫・・柚。　h・9…　輌
　　食わ旧い　わけ・　舗　　、幽いるより・，　・ほか　な

ミ濃評∵搬伽謬w3f㍊s．∵卑∵窟aマ。・

　　naNm・k　．a　warn　i　，．n・qt・，．9＋rp・ta　w49　e一：d・・s÷tゆ・・

　　何もみな撫　　な・下　しま・た．わけだ・・　．したら

　　・‡り・Z÷r・・n・・N・・m・、d・，」β・晦rm・．n・・卿k・wa－ni

　　繁麟　　．嫡んで　また．1．庭も．．　何も．」li｝：

　　paq　t．ap．e．・k◎・．er　d　em・s］．eba、aSVN　（1　erugeeqte・ba　ba
　　なったなあ。、、．これでも，　　　　’するζ．，　　遊んでいるのかと　　　　　　婆，

　　劉el無爵a－1。’・鷲119．・一・露恥ρ・錫「｛1二班。

　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へげ　　　　　　　　　　　　　へ

　　lpa9ρ｝de・　、貫ora　ba尋ba．　kヵ斧do　、9、j、ON（le　、k書．．㌻a　 c．tr　1〈amer6

　　癬て．そら　婆．（蔑ん）泳いで　綿．勲
　　　も　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　 し
　　ka弓Q．・1・Nd　e，　kま、t．a・na・．　kawa”d、a．　，m・n・kaq・・」・一
　　鮫　．　泳いで　　来た。．　な．あ，、川だ．　『「もの、　髄　　1詠

　　Nq・k・n・．b・．naN．nε｝it、as　S・・，・U・m・㌍r⑳wage”　S　j・a’　・

　　いで来なければならない嫉（万事）そうしだ・一．わ晦

　　　鵡　モヂ　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　三　　　’　　　　　　　　』　　，

②紅餅

N莇na「｛「∵穿no覧も∫e’鰐一ka「a蟹e一卿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ho＄十te一¢rU　N｛）a－ne

　，m・幹・C廿de・．．a弓a畦te、ka脚q俳h・Sセ£e・　ミrUN蓼a｝
　　餅を　　　ついて　．．あのように　して　　　寒餅　　．　　　乾して，　　　　　いる貴様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘塁　　oede　トナノレトコロ　）

＿n奄◎ed　・・　・：m・訴k・hit。・9…k・W・・」・9・n　er．d　e　n・Nd・qt・・

　　に，　おいては　餅．コ　　　　　一つ　　　　食わせられないで　　　　　なんだってえ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一497



so・　eqta　w．age－da．

そう諏わけだ・ @　．，．　　ttt．．．　・’∴じ
’g’一’ta－ba，　g．　e・　asama－Bi　zuqpari　cude　kwasj．eru．

そ嚇・　え纏え朝に評・いっぱい’．ついて鋤弊

暗調蹴1二：麟航1◎櫨b　黛饗？7
gu　b・　e　NLd　’o’　f？ide　gq　po　kawa　sj　e一　da　wag　e－v　da　．　sosde一

．紐、≡・筆一一本ζ・聯せた『　わけだ・　♂骸．．・
t’e，　koNdo　togasi一“’te　koNdo　a；　」o・　futobaNge一’

て・こ耀・嘩を恥．レ下．・，　eんどr：アァヨ　識げ

no　uc　i一　一一　rr　i　koN　do’ @ti6s　一F　teaqta　ko　’N　（i　e　N．na　s」o　，g　u”

のうちに　ごんどtt乾91．あマた…．こんど：碑’．食．
be　一N　ko　cug　e一　db　」aq　t’　b．　krag　e－d　a，　u　N，　uN，　sono

・狂コ．．．1・．．つけ ?ｌ．．一，や．o　t”≡灘．．升．．うん’1その㌔

甥∵．0寧r∵ぐ．㌃1ξ児Σ・∵7㌍．1騨∵∵

、麟」0、磯㌍．㌔纂雷ba二貸∵搬卿∵掬．量l

cv’
р≠高奄р≠пGri’i　na’q’teru　wage－da，　agagu　n’aqte”’na

畑町た畔，なってる、一わ噛『1赤く・，．∫なって嫡．
／R　’　hoNda’　・x一，　na・　rk　te　or　e－no　mo　c．　一十一　一一　sa　osoros　i－ne

＼そ．・…’・／な・ん・オ．レの　餅ビ・1・：；獅しい

fnono　cttdedaqte　mini　effeba　LNi・na　maql〈a－ni　naq一
．もの @ついてだって　．匙・・鴛くe・みんな聯こ．．1絶

teru　wag’?－da．　ndNno’　ti6naN－no　kArapojami一一sa
てる　　　わけだ。　　　　　何の，　　　隣の　　　　　　カラポヤミに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（怠け者）

das＋te　jareqte　wage－de　naslte　kwagru　moN一
呉れて．．、．．．銚廷・や1ナで・識岬　飾れる　ものづ．

離特6禦’g桶絶趣曲0－1難繋冬磁鞭
，’

堰D　／”’　Lso一



・∵紫卿「11慧鷲砕㌍∵ご乏』e瓢a慰0，曾÷’．1撃63呈to

　　悌轡℃r雌ゼρh」・u膿駁夕威蕪託一悪ご．（笑）’≡＝　i”・’t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・　1　．　．　’　／，1　．　’
③謎’御て韓き・、．．．1、．．．t：

聴．ﾑ繍蟹・寧伽・・． 戟A漕σ「．嘘寵⑳．・・

　　熱湯a酬e興、∫3慮ご£d；r…毒像1、h支£‘0禦ぎぞa的eづe・

　　jaqta－do．　s‘i－taba　koNdo，　s－Nf一’gez＋ro，　cjo　magi一一

　　やったと。　　　　　したら　　　　こんど　　　　繁次郎，　　　　　搾出　　薪切

　　ki　ri一　da　一一　d　ee．　ja　m．a一　sa　eq　te　’inia　g；i　”　ho　r　a，　」o　．g　am　a一　wa

　　りだよ、．．　　　　　　　山へ　　　　　行って　　薪，　　　ほら，　　　四四は

　　t　ag　a．p　ee　na・N　t　e・g　a．　n　e，　1｛　iqteko　gq　te．　j’　e・s一一　do　（o＞mo一

　　焚かねばならぬから．　　　　　　切って来いってえ。『　．　よ一しと　　　　　愚

　　te　g　t・，a　wa．ge一一．　s’j　ee　．　s－i一　t　a－ba　ko　’b；’　d　bi　fvt　a一一　gam　a’　’

　　って　いた　　わけよ。、・　　　　したら，　　　　こんど，　　二釜

　　ki…、k州・一．・・j、ee・・f・・i－k・・＋一　lt・n・d・da　w’ai　g・　一一　d・・

　　切って、　・こんど　　　　　　大きな顔して　　　　　　寝ていた　　わけだ，
　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラ

　　ja　ma　一”　naga－d　e一一　na　．　se　go　de　ko　Ndo，　qq　t6　in．i　cl　aba　一Lsj　En

　　山中でな。　　　　　　　　　そこで，　　　こんど，　　行って　　みたら，
　　ヤYナカ

　　futagama”jori’　kiqte　fiS　vv’age－eda．　s，X’　eez＋’rg，
　　二釜しかt．　．　　　　　　　切って　　ない　　わけだ。　　　　繁次郎？

　　1〈　o．　re　s」　eba　”aNdaqte　f’u　’t　‘i　一g　ama　ki　qt　es」ebk

　　これ，　　すると，．　何だって　　　　　こ二釜　　　　　　　切って

・鷺でd！・tt露9・a脚a・密…．1叡叫s潔e”⑭潔、篤

　　d．o　，．　n・a　n　i　s，　a・，．b　e　r：　uq　t　eg　a　，　’，　．．ko・qe．i’一一　go　k5e　6一一　4’．oi　｝i　o・　sa

　　と。　　なに　　　しゃ’べるのか。　　　　　∵こっちめ　　　　蔭の　　　　　方へ

　　ki　te　mi　r　e－dee　．　ko　q・・ci一’no　ho；no　’　ka　t’　a’一’　kegd　6＋　sj　’e　1）a

　　来で「　みろ。　．調　　　こっちの　　　　方の．・．・t（　．t片木ロジ　　　　　　すると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一51一



　kiq£a－aNdaqte　難巨a，　 koqc・垂瞬　憩…de．futa－gama　 areba・
　切ったのだよ　　　　　　　なあ，　こっち　　　みて　　　二i釜　　　　　　　あれば，

　koq．c＋一n◎ho・mid　e一’mo．、f”ta一πama　are．ba、　j　o．rg　ama　一
　こっちの　　　　方　　　みても　　　　　二i釜　　　　　　　あ・れば　　　　四釜：・

　daaqtad◎、　sjebaNda　kaNzjo－da．domona，　kada一
　　なのだと。　　　　そういえばなるほどそういう勘定だものなあ。　　、　　片

　k・9・C冬dare　kiqta㌻aNda・・re　k．量q．．t・．a｝卿顛・．、sje一
　　木口・　誰　　切ったのだ・　　オレが柳・斥のだ・　．1・する

　ba　s・ore　jogama｝n圭　暴aqte　s十，ma．q㌻β．ru　w孕．彦eqa・：
　　と，　それ　　　四三に　　　　　　なって　　　しまってる　　　　わけ瀬。．・．

④讐翁ぶ1り

．・・r・rga・a．．，kp、・d・．．・ミ9・zl・・一d・9・．k・・d・．w・．9・・、le一

　　それから、　　　，こんど　　，繁次郎を．’　　　　　　　今度　　　く若い衆〉

　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

是1：、繊と◎碧卿雛・・蝦七二la’・2EUt凝∵琴a・・

…　b…　Nb・一辱i　t・n・m・e・eg・qta　ba．曾・』号・、qt・，・争t・一

　　　　　　　どれほどに　．・頼まれないかと，し・、硫ら3　いい・いい・てジそした

bsa@”S　j　ee

Z岬・聡岬Q・識ゆdaba．S四獣
　・1　aew・9・一d・．、・．．　、
　　　　　　わけだ。

　si．taba　koNd9－sjee　o号noj◎Ndal甲。翠。－s．　」εe　naNd、e卸Ωρ｝
　したら・　　　こんど　　　　　　オレのような　　　　者・　　　　　　何でも、．．

・j・・ekwa　Nn　gN、S． E甲・・P・．　h．id・k・．r・j・ee．P・erd・9・」．・・サー
　　　　　　観音様の　　．　　　　　　　　．Hは　　　　　　　　　　オレを　　・　　　休

艶」ed嗜織隻ll’・二様鑑呈∴慧　aq蜘㌻1．・腎，嘩”

　bari　naNn，errdo　q．導◎te・　　．a曾　　aξ…　9・dεモ｝：　俘（甚£斥ミko；do．無ρ・

　だ；ナにしかならないと　　　思って　　　アエ　アエ．いい．よ　と雷つたこ．とよ。

熱£Z’「o辮～饗ま吻鉢㌫wa・？嚇・1・・nQ欝一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5多一



Nn◎N－sama－daqte　wag，騨dana．・　as；舟t融｝ni　　nareba
音様だという　　　　　　　　　わけだな。　　　　　　明爲に　　　　　　なると

m・d・r・j・…tt。ezi・． ﾄ・ni・ti・・g・・…aCj・一一w・’

まな．・・　繁岬　　な書こするかというと　　柵ま
nib・N－n。　kw、Nn。。・一’．

Aama－da，。，、q，。一。i。、，eba
二番の　　　　　　癖音様だ，　　　　　　　　　　　明後日に　　　．　　なると

cjo　saNbaNn◎kwaNnoN－sama－daqte　wage－da．
今臼　　　三番の　　　　　　高音様だという　　　　　　　　　　　わけだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へk・Nd・台s坤、轟a・Nt・tagztt　sa、NbaN　aru　wage－da・
こんど　　　　　なあんと　　絶えず　　三番　　　　ある　　わけだ，

kwaNRON－SarPa一’na．　S3e一一ba　CMgi－ni－Sjae　SaNZjU・’一
観音様が。　　　　　　　　　　　すると・　　　次に　　　　　　　　　ξ十

n謡♂騨jo「i浸しe・、」採麗N壁a膿3～慧砲ご’aぎ筋叩魅q輔

ka　、sj，eba　naNto　s÷te　kureruaNdadQ。　so¢de
B・．する2）’ ﾈんと、して　く燭のだと・　　そ煙

koNdo　ado－n◎　miqka酵bur．i－mo・mada－sjθe一・toN－neba
こんξ　　　あ4）　　　三臼ぶるも．　　　　、　また　　　　．　　．取らねば

naraneeaNdad◎na．　iaqpa　saNzjusaNbaN－no　kaNnoN　一
ならないのだとよ。　　　　　　　やっぱり　　三十三番の　　　　　　　　　観音

sama．・・ed・k・Nd・・3・9　a　d・・一m・・篭・聰・幅gl・d・・；一　d・．．

様　　　　それで　　　こんど　　　親方も　　　　　　　何もみな　　負けたと。

奮g÷neN　一・zju　nesje一．de・　kwasje－de　sos’十te．miqkad・一
一年中　　　　　　　　寝せて　　　　　　食わせて　　　　　　そして　　　㌧三臼づ

　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
zttctt一一ni　s：aOari　・Far・u・wa9・e－da’・．　so｛睾de　 s善モ｝eziro一’磁i’
つに　　　　　．下がり　　　　．ある　　．わけ臨　　　　　それで　　　．繁次郎に

kate　totlem◎　aWa轟edQ蹟a。
かかって　とっても　・　「だれもだめだと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　53　一一



馨15］ 土 話

録音臼晧、19，67年2月26臼
　　　　　　　　み　が　しおをもとカカくわ
録音場所　秋田県男鹿市脇本大愈

　　　　吉鐙運蔵磯回
話し手

　（略号）

　　u

　　s

．（斥　．名）、，∫性別）∫隼、1年）

吉田ナツ．女明治22年生

岬騨．雪、”16年生
吉N家主婦　　女．40才くらい

菊地正信　　男

（職業）

農叢

　！／

高校教諭

（居　　　　住

　脇本だけ
　　　　！一

歴）

（聞き手）

（　e　’ r

①松かさ三升で炊事一丁の資格試験一一

鰍：マツカナ（松麺）は方言で〔madz　w．　f一一m・e・＋〕々ヅフングyだがここでは嫡語の

　　　　　　　　　　　　　　　むマツカサでみえる・ムガシ財ナコが町珊獅鍔渉ナンダ曝デ礪ブ”tガデキタで’『

じ瓢・・魚そ嚇の三三旧註力薦升を駿てゴ…趣か翻塑ζ蝋屈
つくらせ，そしてユコ（湯）までわかさせようとするのである。三升くらいでマンマオツケから湯

・までと獣変と一つづつ一懸までマッ栂ゐ嚇よ季lrと子くべてゆくのが蝉㊦噸

膿の持主，マンマが煮えないうちにすでにマツカサがなくなつせしまう。嫁入り資格十分と麹定

ぎれる上脳1ま果して如何回る方法を以て処置したか。　　1　・’一

N　mugas／i　ba：n’，i　s’＋　i’kadaro．ga　．’．

　　昔詣　　　　　　　　　　　語ろうか。

a＝f』ポmuga・IS辱・’　！n　e一一da　w臼暮「e－S仰・h盛tor軸・usyk・
ある　　　　昔に，　　　1という　　わげよ。i　　　　　ぴとゆ息子が

jeme’m6・’r　au順・¢da・wa・gesja・一na．
嫁を　　・貰うことに，・：’「．　　　というわけよなあ。

　　　　　　　　　　　　　むema一，or÷嶋Sj　ee◎照9◎jo・9・e・eda
’今より　　　　　　　　女が　　　　たくさん　 いた

登a・N・，tO　mρ：d◎，T　d奥りa

なあんと　　　昔は　　：コ…・・

t　am　en　i　：・　n　．aNdaral

ために　　　　どんな・・、

jome一一deipo　¢raN”de　morau’一ni　egata
（嗣嫁でも @選んで　もらう｛をと、ヨ

Nde一一sjEe　oreno　q・sa　kuru　jorne－sjee
それで，　　　　俺の　　　　家へ　　　来る　　　嫁よ，

一一　54一；「

　　　　　wage’一da．
趣た｝わけだ・

madzttka＄a
まつかさ（松毬）



s紫岡’窺ma－d◎繋ge－do嫌ゆ・・磐曾・．

器ぴ．ρ一da噸lj「膿me｝de翻’穰・蹴∵OG・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う雛d¢耀dg騰紺aNba函βヂ・1建ld∵灘1二da＝

幽曝辮冷eL聡d岬鋤・擁二三a臓即a
．尋・・．d・・　1・qt・一b・一・1・・．・…一d・b・…　e9・qt・1・ど・a

もので，あ硬んだろう・　　それなら　　‘オレ行くと㌣・マで．来た．

　　　　　　　　　　へw・g・・da．・，．m・N…”・」　ee　kaN　b・N　一一　n，　i∫・qt・，kjt・，d・二．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看板に　　　kbて　．獣と（いう！9わけだ。　　　　．まず

s：率．t’a，ra－sjε＄，　s÷keN－s壬一t¢、mireqte，　madzそ圭kasa

そ緯ら・　　些して一　 みろ・という燦鋤｝さを． E．．

　　　　　　　ツ罫聖」0・：．・瀦（駿～ll鐙粥Nm・邑．罵ぞr手『一¢r・羅旦r

暴言ゼsle－de糠7㌻e－sl舘繋∵∵脇羅1∵（’a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　

「マ＝

黒叢rd∵a’瑞・∵ざ妻薫ゆs沸．・響Z翠・壕マ警聖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ繁。∵∵署ξ熟ごfe．．．聖濃2？i壕喚ta・男羅τda∴・㍊鉛de

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
駕d9鵬’縫；戸e－d段鱒ba’響d年“．蘇卯，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ

緊・a・一纏　勢qc嘆ち睾灘e竪z∵増．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟹．ノ　石”
　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　　　の

膿elde鴇∵a7S’鎗紫脚樹鰯ゼ駄’搾．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へm・遡・3・qt・93づ解重：，再¢3⑳「鴫w3・9曾二d・∴．・ρ¢層d・
飯が　や・とがより（や・助）愚息たない　；拶だ・，、　纏でi1

　へ黙一二「e「暴藁碁da曾御吟・田・幽幽ρ「警1．翻塁1脚

　　　　　　　　　　　　　　　　　一55一



baNme一・卜Sj鈴kい・a　h3t・一・s　j　Ee・re　S÷．taraS掴
番自に　　　　　　　来た　　人よ　　　　　オンが　それなら

」・q・e・mi・y　u一，．t，・．　m・d・ki・・hい・、ed、a・w・ge－d・．’

やウてみようといって・．又来た旧い（雇）たわけだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も藩｝adomo緊a膿㌘kasa讐ジz3r欝毫e「de伽s．5碧・／

駅げ。雛Nma　t躍ぞs蚕曲盤虚a瓢1鯉s．」　ee’r、．濃，rl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ謬ohま脇C　dz彊C　s」鈴聖罵脱wag曲6・怒まσqc廿二…
　　　　　ひとつ

dz．　ifcH　kミbe－dara　kond◎一・sjee　ore　．ha　9’o・kagu
つつ　　　くべたら　　　　　今度　　　　　　　オレは　もう　合格

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り濃盤㌻dado、窯。騨e－s，鉤鳩3写。．u－d．・ZUCH　kく聖£da．

蚕砂二da・￥響1．瀧　o．、轡掬駕、沖翻a一「

d・・一n・一rd　e　h・・ε’・÷・t・e・im・qt・w・9・一・j　ae　’・．；naNt・・．
たないで　　　　（松かさを）なくして　　　．しまった　　　　わけよ。　　　　　なあんと

sVてtsa　q　t’e寄贈a“｝ε’婁S．d9．壕rmo．、「鍵9：e　”d　9

wage－da・　sore一一　9ara一・sj緯　壁rka・　9e・Nda　hanegεer・i
わけだ。　　　　　それから　　　　　　　　　いい加減な　　　　眺ね返り．（おてんば）娘が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　　かえ

mada　kida、Wage－sj脚・・◎・re　S÷t「．ar・・a　3aqte　lmiruq一．
また　　来た　　　わけよ。　　　　　オレ’，　それなら，　　やって　　　みようと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もte　s÷・tara　mada　ma．dzukasa　、Sa．凡zjO　aNdzttge－de一
いりて・そしたら　　また　　　松かさを　．　　　三升‘　　　預け

・～鈴．
u・N、∫s躍ed・聰享違刷櫛d・・瓢熱97．二選・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ9ginari、b。qk。ri　sanzj・hbe－de．・s・rle、・n・il　h・i・・≡lt・
いきなり　　　ボッコリと　　三升　　1　　くべてg　　　1．それに　　’火を

・tSk・一．d・w・9・rd・。　d・・d・一d・．．nid・，t『
E・柚・”t・・

つけた　　　　　わけだ。　　　　　ドォードと　　　煮立って　　　　しま・つた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一56一・’．／　一一



w・g・・」…，、・a・zj・一一　n・ma・，　h．it・k茄・一d・．　k・Nd・

わけよ，　・　　　その三升の　　　　松かさが，　その一くべで。　　　　　　今度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと

註b・・磁・一爵，k・n・kiw・一sa　k◎・…hangdgqt・」・⑳
二番饅に　　．　　　この　　　際へ　　　　　このように　跳ねていったや・2
　　　　　　　　　　（手真似）　齢　　　　　　　（手真似）　　は

　　　　　　へko．斡da　ad・ztrbe一一de・　sos冬taba－sj、ee　odztt　9eq｝i．z◎　r蔑圭一
（松かさ）をこんど　集めて，　　　　そしたら　　　　　　　　　お汁が　　　　　　　煮

d．aqta、wage－da・・dz－egeq　1〈　Q　ni　da　q－t　a一一・ba　jaq．tl）
立った　　．わけだ。　　　　　　お汁が　　　　　　　、煮立ったら　　　　　ヤツと（城勢よく）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ・r・S＋一t　e・S◎…　9iqk・一SarSjee　Cjagamak◎C拝q一
おろして，．　　　その　　オキび褻）へ　　　　　　茶釜を　　　　　おしつ

。咽k：e、一，da　wage－da．　sore　一一de　maNzj◎gu　s÷ta－dona。
けた．　　　　わけだ。　　　　それで　　　　満足　　　　　　したということだ。

Ntet　　aNn’）．・ari　．ke一一。・÷jaru－mo　mada　 瑠・　k◎dode
それで，　あんまり　　　グチ（吝欝）するのも　　　また　　いい　ことでは

農課∫d・器d・紋羽．・」鈴窃m・T・・欝d・・’”・

de－na・．t・soe－de，　s。no　hもto　TpaNdzu　sog　o－no
でな。　　　　それで，　　　　その　　入（娘）　まず　　　　そこの

e、・・sa　5・m・k・一・・i・aqt…　amaqt・一一9・一」・na　hana｝
家へ　　　嫁に　　　　　　　なって　　　おさまったという　　　　　　　　話

、s一き一da・　so．re－de．　tOqpiNparari……の”●o
だ　　de…・それで　　　　　トッピンパラリ………。

で……

②　〈やぐわん〉とくめくされ〉それにくじらみたがり〉の話

解説：ちょっと上吊めいた話ではないが，昔話の世界ならくめくされ〉〈しらみたがり〉など

、靭ふれ航とでどこにも姉縦レ自分たちにもあ・燐の・但しくや個陵ぎ1ナは齢●

東礪を通じて遍在する。この三人ぷナンボカエイ（痒）タッテカガネッロ，ナンボ涙デ厚額テ

コシネnyコ　をしょうと約束する。コシネコはコスラネコである。ヤグワンとシラミタガダはか

ゆく℃死ぬほど，めくされはメクソと涙でこれもそれほど，さで三入との難関をいかに切りぬけ

たかというのがこの昔話のネライ。
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罫脇u． q会s壬一n∵轟modac細蜜n’N黙即

　　w・g・謡・s」掬…　n・．d・gi一・蚤欝．f　・t・ri」・9w・N－d・・
　　わけよ。　　　　　　　その　　　　臨　　　　　　　ひとりは　　　　ヤガン（禿頭）で，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（薬鰹頭）

　　f・t・・i・÷・・mト£・g・士卜d・，fUt・・i　mStk・・a・e綴・
　　∂とりは　　　シラミタガリで，　　　　　　　　　ひとりは　　　メクサレで

　　　　　　　　　　（風集）　　　　　　　　　　　　　　　　（R腐）

　　a（1ta－doga曾　saNn三N一一　dzゼctt　asuNdeda　waff¢一da。
　　あった：とよ。　　　　　三人いっしょに　　　　　遊んでいた　　　わけだ。

　ドsoregara　k：ONd◎一sjac　futa「ri　（書いなおして）　saNniN
　　‘それがら　　　　　今慶　　　　　　　　二人　　　　　　　　　　　　　三人

　　．繭図を一・」・・eq，・」・k・m・kEe　cl　o－nag…　ug・・一d・b・，

　遊んで　　　　　　　　　一所懸命に　　　　　街道なかを　　　　　歩いていたら，

　　3・．」・』1・’1・」，」・ae・a・b・kebt、at・一一・　k・9、neqk・3。・・一

　　やあ　やあ　　・今臼よ　　　　どんなに　　カエクテモカガネエツコ　　　　　　　やろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（痒）

　　ga（qte．）．　aぐa曾，　s冠ara－sj　ee‘・一rp・een・ada　naNb・
　　うか（って）。　　うん，うん，　そしたら　　　　　　　お前　　また　　　どんなに

　　　　　　　　　　　　　　　へ　　man2gu一＄a　namida　de－de　kita’1）atate　kos÷nε登ko
　　マナコ（眼）に　　　涙が　　　　　出て　　　　来たとて　　　　　　　コスラネェッコ

　　’S・・uga（q．・・）．s」・一ba◎・e－m・」、gwaN　ka・9。n、・q・t。

　　やるが（って）。　　　　　そしたら　　オレも　　　　ヤグワン　　　カガ．ネ鳳って

二又翻謂e’k螺e．r“a濃艶1一d　s譜一尋e：玉書do

　　naNmo－kaNmO　s÷rami－tagari　kaSku・一一te　s一｝nu－eNda
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　鰭に　　シラミタ伽　　eeくて　騨rな

鰍戟u蹴’奮de｛1曇ぎ隷盤0譲）
　　なおして）．el・・b・飴・・kaw・qk・一e・d・d・96一、h＝eqta
　　　　　　　「いい・ぐあいの　　　　川のような　　　　　　ところへ　　　行った

　　d・9i．　k・m6　e．qp・．・・N－d・1・も喉・．　w・9・一da．・玉・1

　　とき　　　　鴨　’　　一：羽　　　飛ん一で　　　来た　　　　　わけだ。　　　　　オヤ

　　OJa1　03a婁　03a！　aqk◎一sa　kamo　¢qpa　toN－de
　　　オヤ　　　オヤ　　　オヤ，　　あそこへ　　　　鴨　　　一羽　　　飛んで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一58一

’
．

誉
1
『
至



熟ra『da3a’錫。鷲mo’鴨ll◎響勢09。9ジ㌘◎、9£

’z　jo　gozj．o　g．　ozj　oq　t　e，　n’a　Nrn．o　一一　ka　’N　mo　gozj，o　’，g　bzjo

　ジョ　　ゴジョ　　　　ゴジョって，　　　　　ただもう　　　　　　　　　　ゴジョ　　　　ゴジe

訴訟e蜜でsトde膿e1こ叢聚q£a撫1－da．◎、．．

soede　＄iram一一tagari　1〈ee　dogo　mii“na　kag－de
それで　　　シラミタガyは　　　　　　痒い　ところをすっかり　　掻いて

s－Fmaqta　wage－sSee．　sogode　koNdo一一一sjee　．iagwaN　da
しまった @わけよ・　　そこで　継　　　ヤグワン，の
wa　’〟@e－sj　ee　．　sktara，　or　e－mQ　，」　are一一　ga－d　o　om　ot　e，
わけよ・ @そしゅ　繋t一．．・　tやろうかe　駅・
koNda．．　sono　dogi’ @ko：site’　gwaNdzl」ri　cukam．e－ba
こん乙　　　その　　　時　　　こうして　　　　グワンヅリ　　　　つかめば
　　　　　　　　　　　　　　　　（手翼似）

gg　aq　taden　i，　a．d．　ama　g｝v　a・N　d．zv　ri　cti　ka　m一　e一　ba　e’　g．　aqt，A

いかったのに，　　　　頭を　　　グワンヅリと　　　　つかめば　　　　いかった

deniqte　1〈o：　jaqta　wage－da，　naNbo－gEeri－mo
のにといって　　　こう　　やった　　　　わげだ。　　　　　何遍も

　　　　　　　　呼鄭以）

So；”　］’aqtara　sore一一一mo　noada　jagw’aN　kaNde一；sa3
そう　　やったら，　　　それも　　　　また　　　ヤグワンを　　掻いて

fna　i“　z’　j’6g　u－s　2一　ta　wage－da　．　s’o　regara．　m－ekus　are

満足した　　　　　　　　　　　わげだ。　　　　　　それがら，　　　　メクサレ砿，

搬d斧ごslお劉。要1熾㌦し竃　o脇監de㍑e鴨

”rt　ee　一dd　omb　te　koNda　ka　Ngagda　wag　e－d　a．　so　ii　o
ないと　　　思、って　　　こんど　　・考えた　　　　　　わけ危　　　　　　その

．d’o粟i．ゼ的p◎一demo．are－ba璽gaqta－domo－na，　doqt◎
とき　　　　鉄砲でも　　　　　　　あれ．ば　　　　　よ．かったどもなas　t　　　　　　　ドッと

留£◎臓ba雛課ni・ぐ・低声鳩謬器巽轡ぎ「　

鑑＞28”O． D棚骸k寝S．0鑑0、瓢，．糖ぞ『等．e・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一59一



　　（笑大きくこのところ不分明）・・red・sa’NniN一一一n？；，gara　k・Nd・一

　　（しまったわ1÷だ）。　　　　　それで　　　　三入ながら（全部）　　　　こんど

　　sjεe　kee　d◎go－mo　k　ee－da－s｛，　su．qkari　degi－de－s蚕鈴
　　　　　痒い　ところも　　　掻いたし，　　　すっかり、　　やってしまって
　　　　　かゆ

　　鐙z」◎99瓢緊◎ga免●

騨とil　V　tsとを化P’し庸、　　　』（1967年明3r騨蝉｝

轍：詳しくい燃く翻が疵むじなとをうまくばかして大もうけした話〉である。．よく麟

　されている話で・話そのものは別に珍しいものではない。カラダを撫でで・：コゴ／アダ靴．ア

　ンマタ“肉　タラネデアッテ　撫デレバ∫a∋　マダ．’Uンダ　好目　ナンバエ＝　ナルワゲダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ
などなか嫡瀦の珊馳擁・一（．VNる・　二1．．　’．鱈．

翼　：dz‘i－qcja　　damaqtere一｝◎．　・
　　　爺チャ　　　　　　だまってれよ。
　　ジヅ

U　oe．
　　オエ，（うん）。

　　　　　　　　　　　　　へ
㌦響　dQ露地d　siお．驚e　“i．．窟ぎ9辞1ρ一

　　・ed・一d・・kie・　・．　・一d・碗・÷・・一．d・・・…一・一．・」…e，・・u

　　れたと。　　　　　　　狐と　　　　　　　　　むじなと　　　　　　　　あれ，　　　　　　　ある

　　bagur◎　iama一．sa－s重　ee　koene　wagede　kidaba，
　　博労　　　　　山へ　　　　　　　　　こういうように（な）わけで　　聞いたら，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　ゆ　　kiCifne－d◎muz＄一n．a－do　k◎NdQ　h．anas÷S．をte　sOt一
　　　　ソ　　狼と　　、　　　　むじなと　　　　　　こんど　　話　　　　　して　　　粕

　　d・N・＋・・一da　w・g・一qh．・・…　m瞬．・mee，　a・il．t・

　　談　　　していた　　　　わけだ。・．　　　なんと　　　ムジナよ，　お前　　明康

　　へ　　uma－ni　naredeja・　◎re　、（｝ogo　sQgo一一no　so曾・sa寓a一
　　馬に　』　　　なれよ。　　　　　オレ　　どこ　　　そこの　　　　それ　　酒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　．ja－ni　naNb・ta　9　se　一temQ¢：uma－daba　kaude・．
　　屋に　　　　　どれほど　　高くても　　　　　　よい　　馬なら　　．　　　買うという

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一60一



hanaS冬daN．tegan争　 tem　ee　N一・一dO9◎　翠qte－Sjξ3　0re
話だから，　　　　　　　　　　　　お前（のとこ）を　　　　売って　　　　　オレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　a　o

zj　・・e・n童m・・9’ede　kまte　fut、・aris＋一・t・・e・wa　k’．eraja　qt・　e

銭　　　　　儲けて　　　　来て　　　二人して　　　　　・　分けろうよと

so・daN－s※teda　wageda、．．sをtaba　koNd．a－sjee　kore一
栢癒していた　　　　　　　わけだ。　　　そしたら　　　こんどは、　　　　これ

has　e・k◎do　kida－do　asama－ni　llaN　naNdoffi．keba
　　　のは　　よいこと　　　聞いたと，　　　朝に　　　　　　　　　　何時に　　　　　来いば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

e，　s÷taba－slcfe　kiCMne－dosa　まu・nisεe．　asama－ne
し＼い　（というと）したら　　　狐にγ　　　　　　　　　言うに　　　　　朝まに　　　．

haj・・ne　hajeegu　keづaqt．e　k・・eq・ta　wa黛e－da．
早うに　　　　畢く　　　　　来いよって　　こう　言った　　わけだ。
肺野　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 フ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ12’LsSdo饗醤te駅どd　1μ竃“・「、．恕潔。　c俵㌍

nO　asama－ni　k◎NdQ，一・s．」εe　hajQogi．｝取i　hajε8gu
の　　朝まに　　　　　ごんど　・．』．　　　早起きに　　　　　畢く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハヤ　オ
　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　へ

ma9・anaqte　　gozja・ki’te・、　f．uka冥as．a　　kabute　　koN一
身支藩をして　　　　　藩儒を　　　　着．て．　　深笠を　　　　　・冠って　　　　こん

1．　a一s」　ee隷9争ρe：；農a撚1つa・

mUS亭：　edageeる　0・：q　hae麺eR’anaまa・　ajcl・　hajεegU
ムーよ。　　いたかね。　　おっ一，早いねか。　　　　　　　うん，・　早く　　・㌧

　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

素謡識a鵬黙a螺ごら轄億s’j惣ど舷●雛da

wage－da；　itaNto　moqto　jQgu・ba．ge・re－dee．　kogo　一’no
わけだ。　　　・．なんと　　　もっと　　　よく　　化けちよ。　　　　　ここの

adar・i．．aNmari　n　．igu　taraned鐙qte．・nadere－ba－sjee
あたり　　　あんまり　　　肉が　　　足らないよといって　　　撫でれば

mada　koNda　曾・　aNbee－ni　naru．wa窯e－da．
また　　　ごんどは　　いい　具含に　　　　なる　　　わけだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へsa・　koNda　s÷clkari　sをqkari　naNdede　koNda－s．jees
さあ，　こんどは　　しっかり　　　　しっかり　　　　撫でて　　　　　こんど

　　　　　　　　　　　　　　　　　一・・　617．、



。、．Nt・k・Nd。9　・’ B・・b・…一・　n・i　h・qt・一dse　99・・d・ee・；

なんと　　　こんど　　いい、具合に　　　　なったよ　　　行こ学よ。

temGdO－nξP　Sagaja－Sa　｛孝qte　kaS牽　UNte　kUqt．ara
　　　　　　　　　　酒屋へ　　　　　　行って　　糟を　　たくさん　食ったら

。㌃疹，d。　ke．」6qt。．。，。・qt。．。。，＋t。keba　Zj・。i
逃げて　　　　来いよってえ。　　お一　お一ってえ。　そして　　　　来いば　　　銭
　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7　　　　　　　ご

w・9・・a・・qt・ju・d・1・9　ft2；　N　Nd・・d・’・1・・ジ晦・一

射ろうよ嫡・て　麹たの耀してうんうんそうだそうだ銭　　分け，

、ruqte，　曾qta　wa9．eda。
ると　　　　　言った　　　わけだゆ

s÷・taba　koNdo－sjε沿　ma　ξ∋・　aNbεeni　ba竃eda。　sa・
そしたら　　　こんど　　　　　　まあ　いい　あんばいに　　化けた③　　　さあ，

ore　n◎qte　 βgudεeqte　ke－qcff　buqtadεθSe・　koNdo一
オレ　乗って　　行くよって　　　お尻を　　　ぶったた．いて　　　こんど

sj3e　zサqto　funagos÷一B◎　sagajamidee　na　（dogo一一sa）
　　　　ず一つと　　船越の　　　　　　　　酒屡．みたいな　　　　　（所へ）

noqte　eqta　wage－sj　ee　．　na・nSO　mireba　miruh◎d◎一
乗って　　　行った　　わけよ。　　　　　なあんと　　見れば　　　見るほど

　　　　　　　　ゆslεe　曾・∫　ee　uma－da　wage－dalla。　koNdQ－sjee　sono
　　　　いい　羅　　わけだな・　　こん．ど・．　その

kor◎一n◎　kaneme－dara－sjaB　naNbogang　uqtada－ga
頃の　　金堂ら．　　．　．どれくらいに　　売玉のか
w・g・・aRe－d・m．B，・・9・d・9…　一一ni　uq・aw・g・一，」…．

鋤いけ網…樽伽申し’駄　献や臨
s・s÷te　k・Nda‘ ¥一sa　k｝te　s＋ranεfuris＄te・s・n・
そして一．こ夕どは　家へ曝て　知ら煎’　フ九て・　そρ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
um・a　eqpigi　taNda　mo・ge－de－gaq　sQ・1・・o　bagurQ－sjee
馬　網匹．　ただ　儲けてね・・　　その　騎

jorokoN¢deda　wage　一一da．　sokode　k◎Ndo，　sono　na一
飾で瞳　　　わけだ・　　辱で　こんど・　その＿角∫
　　　　　　　　ツnis冬te，　muz÷na　k・Nd・一sj・ee　e・kageN　k6．sukute
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して，　　　　　むじな　　　　ごんど　　　　　　いい　かげんに　　糟　　　食って
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ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

UNtagu　naqta－do．　ma］a一一9ara，1〈・oede，　n1Dede
いやに　　　なったと。　　　　馬小屋から，　　　越えて，　　逃げて

kita　Wage－da，　kisF・kis÷・zleN　wagero－deeqte
来た　　　わけだσ　　　　　キーよ，　　キーよ。　　銭　　　　分けろうよって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　
kita．　konO　CヤkislO　NPa　◎re－dosa　ttSO　mageja・一一一
来た。　　　　この　　　　畜生1　　　　貴様　　　オレに　　　　　ウソ（嬬）っきゃ

　　eaqte　futo　kesa　mug　ee　n¢¢qtaba・SOgSe　ho　90　一一　sa
がって，　　ひとが　　けさ　　迎えに　　　行ったら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よそへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして
　　　　　　（露分をいう）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　不分明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やココ　りのサロの　　　ゆの　のロのゆ　にササコののの　のロひ　サリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へka9・・ede　ened・gm・・ueu『獅堰@dseN・t。・伽。」。gu．
隠れて　　　　　いないで，　今　　　すぐに　　　銭　　　　（
●　6　，　の　o　，　◎●9　●　．　o　●　伽　●　，，　○　●　，　膨　■　顧　」　　●●　9

degi－da－dote　futari　s－Fte　koNdo　ke四一kwa　ama　q　ta　一
　　　　　　　　）　　二入　　　　で　　　こんど　　　ケンカを　　　　はじめた

do13a．　naNmo　ka・1　mot　s÷rre　deba　kurεeqte　kuMIuci
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀〉「と。　　　　　なにも　　　かもすべて，　白いと　　いえば　　黒いと言って，　　絹打ちを

jaqt・wa一§e－da・・鏡・ba　s・n・bag…　k・Pt’　da
やった　　　　わけだ。　　　　　そしたら　　　その　　　博労　　　　　こんどは

zjeN　unto　mo・gede　s呈mate　koNdo　kiCtrne－do　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞銭　　　うんと　　儲けて　　　　しまって　　　こんど　　　狐と

　へmuZをna………（未完のままテーープ切れにて無録音）
むじな

④無実の罪に泣く如来さま

　鯉説：和樹さんがこっそりかくして寅回していたく鳥賦の塩皐〉小僧が発見留守中deroqt、O

　と食ってその罪を，あろうこと規如来様に塗りつけたという話。つまり塩辛を御堂の如来さん

　に塗りたくっておいたのである。さては和衛に打たれて如来さんく食わん〉〈食わん〉≦それ見．

ろ小僧クワンではないか〉小僧なにくそとこんどは如来さんをそつ「くり釜へ，ついに如来くクタ

　クタ　クタ〉〈それ御覧じろ門先さん云々〉となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N（mukas＋一n。・qsaN　maNCU　ma－Sj　ee），　namakuSam・n・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

　　（昔の　　　　　　　和街さん　　まず　　　まあ　　　），生臭物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なまくさもの
　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　ku⑳a－s」・Ee　n．　2mak　us　a－b　o・　z　ttqte　ewareruqte－sjee
　　食えば　　　　　　　生臭紡頭と　　　　　　　　　　　書われるといって，
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　り
kobocja－ni　kwase◎ede　oqsaN・　一一bari　kuqta　m◎Nda
小妨i舞に　　　　　　・食わせないで　　　和樹さんばかり、　　食って　　いた

wa’№?一一ｄａ・mugas÷一ne－n3．　s・e　k・b］　d・一一　sj　2e　e9・a・一n・一

わけだ，　　　　昔になあρ　　　　　　　　それ，　　こんど，　　　　　　鳥賊の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　か

・1・gara　1・　a　m・一・a　kag・・冠・…　＋t・一・j・ae・・q，　tg
　　　　　　　　　甕に　　　　　隠して，　　　　そしてよ，　　　　　そして塩辛を
し鋤、ら　　　　　　　　　かめ

zl－buN－de　koNdl◎　ogjo－ni　dehata　wage－da．　s÷ta
自分で　　　　　　こんど　　　お経に　　　　　外出した　　　わけだ。　　　　そうした

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

島山，トn’黙do撚。’黛ご俘£亀e謝ρ鍛as÷一tρ

aqte　sono　¢9a－no－sjogara　kame一：ni；　f昼t．◎S’嚢　．de一
歩いて，　その　　　烏賊の塩辛を　　　　　　　　甕に　　　　　ひとつ　　　　デ

roqto　　kutes壬1勤ata　　wage－da．　s◎（｝de’koNdo　　sono
ロリと　　　食ってしまった　　　　わけだ。　　　’それで，　　　こんど　　　その

◎qsa　’N　kgtes油s◎no　egaLn◎Lsjogara．kudo　omote
和爾さん　　（帰って）来て　　その　　　鳥賊の塩辛を　　　　　　　食おうと　思って

midaba　nεwa　ge－d　a，　nam・・　’／s◎egar．a　s・n・．◎qsaN
見たら，　　ない　わけだ，　　　　すっかり。　それから　　　　その　　　和街さん

jU・・r・i・k・ZO・kon◎ega－n。一sjogara　dare　k．uqta一
書うには，　「小僧！　　この　　鳥賊の塩辛，　　　　　　　だれが　　食った」

teba－sj　ee　kuqta　kuqta　no－ff　ori　一s掬n3◎reesaN－sa
と言ったら，　　　（食った）　食った　　　のこりを　　　　　　　　如来さんへ

deroqto　n◎qte　oξ≧da　wage－da・　sogode・　njorεesaN
デロ児 @塗ってお欧わけだ・・　そ導・．．「嫡さ硬
kuqtaサNtaqt．e　so・　9qta　wage－da．■．t・．．n、「」．o：rみsaN　・sje一

食・ためだ捷　　そう齢た繍だ・　＿．「嫉さ傾　、それな
　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ba　sjog．ara　kuqte　3u・　k◎do　arUga．ttu‘so－dara
．ら，　塩辛を　　　　食って　　　いう　こと　　　あるか■　　　．うそなら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（うそだと思うなら）

撃轟e「e∵融la鵬苑£聡坐劉d・e．雛iε5榛．一・・

s」ee　s」ogara　nodag．ute　eda－do・uso－d、ara　mlm
　　　　　塩辛を．　　　・塗りたくって　　　いたとみ　　　　うそなら　　　　　．見に
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aNde　kereqte，　eqte　m、id．aba　na・ruh．odo　n，i◎r　rfBsaN一一
調こ来てくれ獅うの師ってみ妨．なるほど・・　、嫌さん

sa　maroqki1’　i　sj◎9ara　nO（laguteda　Wageda．
へすっかり　　塩轍　　塗りたく，・て昧．わ胱・

soede　koNdo　njoraE）　saN－sj　EE｝hoNt◎難im．o－s換kuqta一
それで　こんど　如来さんが．　　ほんとに　　、（辮を）食・

9。kw油・g、qt・k・lsl　d・一，」・・s　kさ曲・一d・・q，aN－d・．

たか ﾄいかといってこんど　　．ノ拗と　．和戦んと・
k。・d・k合・kw。一・i　n。qt、　wag。Lda、　s・ede　k。・・di・

eんk’・　ケン舵　　　な・た　わけだ・　　哲tで・　こんど・

ma・。g・一一一　r・im・q．　t，一・掬・」6蜘s． ≠m－d・9・’k・・d。　t、d、一
マサカリを　　　　　持って　　　　　　如来さんを　　　　　　　　こんど　　　叩い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たた

da－do．　　k◎Nda－ni－sjc℃　　kuqte　　ku．c÷一sa　　ctrke－de　ede
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
たとδ　　　このように　　　　　　食って　　　口へ　　　　つけて　　　いて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くも

naS÷te－S］ee　kwanεqte　s・B・Nna　k・de　arUm・N－da．δ・
何で　　　鋤ない　．．そんな・と　あるもめかと

m。t。，。d。d。b、一、璃。」。，おsa・kw掴kw。Nqt。．。、d、

思・て　脚妨　　　嫌脚　∫くわん．くわんと

naqta　wage一一da．sono　njor・ee・saN　masagarim．oql；e
泣いた　　わけだ・　　その、如来さん．．　マ勃ジで
（鳴いた）

tadadaba　kwaN　kwaNqte，　so・ra　kwaneqte　葺uqta
恥妨・　ノワン　クワンと・　、．そTら　解・ん・て．　言・た・
　　　　　　　～　．

h・ra・k・NZ・・b3・ea　ku． 早@t　a　a・　SU一・一n　i鵜agigaβnεqt｛∋・
ほら @小僧　貴様　食ったのに　　ま違い　　ないつ下・・
」・li・■，． R・ra一・」・・e　d・・r・一m・d・m・…　」・qt・k・1要÷

よし・　それなら・　　どeまでも．　、や　して　　9

・c．in・9・qtab・・ゴ・・ae・a・・一d・gQ　1 E｛d・・i－m・・qt・．
落ちないことなら　　　　如来さんを　己　　　　．　煮て　　　しまうって丸。

k。m、一sa。．如d。k。m。一sak。・d。．．，」　Eehlt。d。，

釜へ　　大きな　　釜へ　　こんど．．　「火熱・て

・」・・a曾sa・・」・d・nida　w・g・一da．nid・t・1・・i・ta　一一　ba’

如来さんを　　　　　入れて　　　煮た　　　わけだ・　　．　煮立って　　　来たら
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　　k遍ta　k慧ta　kgta　k鷲ta　k慧ta』』k馨ta　k㌔itaqte　nada
　　クタ　　　クタ　　　クタ　　　クタ　　　クタ　　　クタ　　　クタって　　　　鳴った

　　wage一一da．　so¢de・’njorεesaN－sjee　◎sjosaN　kore
　　わけだ。　　　　それで，　　如来さん，　　　　　　　和陶さん　　　これ

　　mire－do．　kONd◎　k’UC乎OC÷daga－na，　kuta　kUta　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　みうと。　　　　　こんど　　　口　　　落ちたかな，　　　　　食タ　　三巴
　　　　　　　　　　　　　　　　ク艶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　　　ク

　　純ta．塊taqte　ju・d・・s・・1　u・wagede　k◎Nd・
　　食タ　　　食タって　　　　言うそ。　　そう　　いう　わ嫡で　　　　こんど

　　kobo・n至　　kaqte　　oqsaN　　m、ageda－d◎　．
　　（子）坊に　　　かかって　　和樹さん　負けたと。
　　小

⑤ダ著ゴがドンになった話コ

解説：流布広い昔話。

　ドンと小義を飛びこえたら忘れじと連呼し来りしダンゴがドンとなり，ついに夫婦ゲンクワとな

る。馬鹿餐じれったさに嫁をゴワンと，嫁立腹ヒトノ　アダマサ　ダンコ。ミデァダコブツグテと

なって，ダンゴが馬鹿殿の頭にようやく登橿となる。

翼　bagamu9◎　¢de　aqta　Wage－da－na．．
　　馬鹿翻が　　　　　いた　　　　　　　　わけだ。

　　sogod　e・k◎Ndo－s麺蚕ome　moraqtaba，　lome－no
　　そこで，　　　　こんど　　　　　　　嫁を　　　もらったら　　　　　　嫁の

　　　　　　　　　　　　　　　．je－sa－sjN　hieaNd・gi　kitaba・k・Nd・as＋ne　laq一
　　家へ，　　　　　　　彼岸の時が　　　　　来たら，　　　　こんど　　　遊びに　　やつ

　　tadb・　soAo　mugo一一dOgo　一一na．
　　た：と，　　　その　　鯉をな。

b”sete　maene　S3a　beneg　aqta？
　　して，　　（この話）前に　語さなかった？

N　sja．ben』egaqta一一naja　　　　　　　．　　　，
　　話さな：かったよなあ。

すslabere・la．bere
　　　シャベレ　　　シャベレ　　　（小さく低い声）
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s◎regara　k・Nd・s・9’o一一n・」　e一一n・mono　k・Nda
それから　．．』こんど　そこの　　家の　．港　こルど
　へ　　　　　　 へ

daNgo　kwas3eda　wageda，　hiVaNda　tameni－na．　sa，
解を．飾せた一∫耕だ・　　擁だのでな・．　・．さあ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sono　daNgo　naNboga　umeekute　kutaNdaga　ku．qta　L一
その　　　団子　　　　どんなにか　　　おいしく　　．　食ρ允ものか・　　　食っ．

k。d。一m◎、，ε，　h、。a，壬一m・，冬，油、。Nd。　d、鞠。一d。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たことち　ない・話‘こも　　　聞いたことのなし・ような溺子で

limag　9　・・　、｝，aト。1。　k。・d。　iL。，e1荘m鎗m。・d、。。　k。，e

とてもうま厩．　こをど．．塾・うまい∫「もん燃あ　これ

naNtO　jU．・　rooNdaqtaba－sjCe　da．N｛｝O－daq．te．　Omee一一nO
なんと　　　いう　　もんだといった：ら　　　　　　事跡だって丸。　　　　　お前の

」q一・aeqt・◎re－n・dare一，・re’一・i　k◎，÷・。，」。一一d。

家へ @行って徽。舳巌隷　　r隊させて
kueqt・，…　9…　w　a　＆r　e一　d　a　．　k・Nda　s…d・・96，

寧いって．そう言った　一期　　こんど　ゆ．肝・・

豊猟a∵鷲◎‘黙　1∵8趣一s岡鑓
　　　　　　　へ総naρa．「a（欝80耀恥d島享lo（膿qte’、㌻

9・一m、d。m・一、」・ee　d。N9。　d、ND・qt。　kit。　w。9。一d。．
D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
こまでも　　　　肝　　団邪て　　款・わ瞭・
，3・gi　qqp・。qt。　W・9・一d・．　n・N　t・m、dag・・neek． Bt。
小船　　　　＿本　　　あった　　わけだ。　　　　　なんと　　　またがれなくて

dONto　madaNda　wage一一da．　sa・　k．qNdo　daN迎。　wasu一
ドソとまたいだわけだ。　さあ，こんど団子忘
r‘

?ｄｅ　s壬ma宅e　doN　doNqte　kita　wage－da，．　s◎kQde
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むれて　　．しまりて　　　　ドン　　ドンって　　　来た　　　　わけだ。　　　　　そこで、

k・・d・一・」・・e」曾一・aklt・一・」・E・）・b・d・1・k・・1・”d・kw・一
こんど　　　　　　家へ　　　果て　　　　　アバドン　　　こさえて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主婦．自分の嫁）　　　　　．　タ

．slereqtes◎・eqta　wage－da・tede　naNto　sjeba
わせろ妬　そう言・だわけだ・　（劇論分孫と・すれば・．．
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　　kloNte　naNnO　kOqtaq｛：e，　doN　kosjo（ie　k：、vas5ere，
　　（いい）ドンってなんの　　　こったってえ。　　　ドン　　こさえて　　ジ　　食わせろ、．　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク

．，讐　s」お雛no裟一S．璽魯襲e轡劉曝邑aba「

　　6．、，。一b。，。一。。瀬m。Nd。。、，、。。　kw、’，jt，（響，a）

　　ちっとやそっとの　　　　うまい　もんではない，　　ドン　　食わせろ．っていったら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？

　　dorqte　Ora　Sむanεqte，　naNtO　dOt・l　S÷ranε　kOdO
　　　ドン　　　　　　　　知らないってえ，　　なんと　　．ドン1　、知らない　　　こと

　　、・・m・・d・9・，je－sa　gqt・k・・き。：’d・m・ra・・k・q一
　　ある　ものかと，　　　家さ　　　行って　　こさえ．て　　　　もらって　　　食え

　　tee．q．　t　am・Ndam・n・、」・ee、桑・an6・dek・d。a・U
　　　　　　　　って　言った　　もんだ　　　もの，　　　　　知ら．ないという　　こと　　ある

　　m・Ndaga－t◎lu・m・Nde　k・M・keN！〈wa－ni　naqt．a
　　もんかと　　　　’　．いうので，　　　　こんど　　　喧嘩に　　　　　　1なった：、

　　wage　一一一da　．　　aha一・dogo　　koNdo　　si　tadag’ani　　koNd◎一s，iee
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　わけだ。　　　　　アバを　　　　　　こんど　　　したたかに　　　　　　　ζんど

’t、　cl　ad。，＋m、t。　W。9。一da，、d、m，一、、．溢：1． 早C。函，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叩いて　　　しまった　　　わけだ，　　　　頭を。　　　　　　あっ，・　いたい

　　。・d・，，，k。⑳，。d。一｝。　ad、　rb　、一。。　d。。P。　h。d。一。◎k蕊u

　　いたい　　この　　　テデよ　　　　　頭に　　　　　　　団子　　　　ほどの　　　　　瘤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪ブ

　　Ctt－da．　aba，　sonQ　daNOo－jae．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　付いた。　　　アバ1　その　　　願子よ。　　　　　　　　　、　．，

⑥風雅を解するジッチャとパンパ

解説パンパ髪なも・ジ。チ。鼻なし。〈鎌もの網〉でな醜か円諄きす撮パンパ

　は女灘，髪なきあたりは描手拭。ところがさるHのさる折手拭kappariと落ちる。ジッチャ感

に堪えず一首，後二句　ヌイデミタレバ　グルノカメ，カメはつるりと，tはげi蚕。パンパまた：負

騨IP・〈花〉に◎をあ・・b，　Atナ・由サ・シ・・，・ゆ・献わ1・・

k‘9・加m・g・’ E垂一・id・÷，・1・一d…　b。一d6登deaq・。d・g・e．
　　ある　　　昔に　　　　　　　　　爺と　　　　　　　　　婆　　　　　．いて　　あったと。
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　　，。。一、。．、。。d。一，」．、e、、　bla一、。一。i　，kiam、’。・，d6。。9、q一

　　それで　　　　　こんど　　　　　　　婆さんには　　　　　　髪が　　　生えて　　　なかっ

　　・、w、9。一・、．　d，4q，」、一d・一・i・。i，1、li・1，　n。愈詠、　w。9。一

　　た　　わけだ。　　　　　爺さんには　　　　　　　　轟が　　　なかった　　　　わけ

d、∴∵S。，、。宿宙孟デ。。q漉ad．∴。’，a．』、。、　da　一一

μ触、それで，．岬∵．．．…．．：解畔∵，それで　こんど
　　・」認’・・b・・ba」・m・・一…agqt．e・・k・・d・一1S海・’i・m・9，、・・．S「1。・一

．　・郷申ヘレか∵んど、，．．．、．勉．韻
　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　te　kt£a・wage－s）一ee・fiaN亀τo－sjee　eqs30keme　aqte　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

　　って　来た　　　わけよ。　　　　　　なんと　　　　　　一駈懸命　　　　　　歩いて

・い・一・・kρw・・…k◎・d・一・．i…）・・：痩rデ・…÷t・
　　来たら　　　　　　　　疲れ・はてて　　　　　　　　　ドナジと　　　　降ろして

　　ko・S÷te一一slee　t◎qkura　9．　ee　qte　ko3aS岳ta一一ba　kami－no
　　こうして　　　　　　　ひつくり返って　　　　　このようにしたら　　　髪の

農、貧一s餓・謝9セ羅00ρ．ge．　q　｝〈　o撚箋a二的駕獄da罪e一

．6a…9ρρ．・・晦蚕・1．a油1一姦・．・・緬㌧k・・d・一・3記
だs　’，1 ｻti　’（’・ D1’，騨．．．rll∵1：「幅と．こんど

　　n・・t・9、3・夢b・♂d…　ad・ne「w・g・一d’a　fU「id・』
　　なんとが　　　　いえば　　　いいのか　　　的が　　ない　わけだ，　　　みた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あて　　1　　　　　　　；　・　．　．．、　；：・・　　．、．．・，i℃　・　．　；　・「「
，． 求D。d。　n’ C9，¢aNt・，，・・eg・．・a　．．　　　tt
　　こと　　　なかったので，　　　　　それから

　　　　　　誌・，一1、・ik、、ま。d謡k5，，　’s。．繭。q・g

　　　　　　シバに　　　　　かけたる　　　　　　妻鱗手拭

w、9。一a’a最∴．　L＼■，．．：1∴
　　わけだなあ。

　　　　　．的，dゑ∵m9｛唱晦e、。・9癒＿。－三面16－1．

　　　　　　脱いで　　　みたれば　　　　　グルの　　　　カメって

、。．’@．’ X’
曹k．

f，’
Ea．’浴A憲壱始1。∴擁一、、∴る．66　b’ムb、”m、da

こう賊洲だ諱D，そしたら㌧そ？＿警　炊
　　m。9。d。，。b。。・d1。m。，。，e．mid・・、姦a塁㎡。・＝de

　　：負けていれば　　　　　いいけれど　　オレ　　みたいな　　　　もんで，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．69＿



　　　　h。，u＿w、h．　an、，。a．，．U．．w。m・mτ、i　agi－waki一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暮は　　　　　　花　　　　夏は　　　　　紅葉　　　　　秋は　　　　菊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　み¢

　　　　guqte　wage－da
　　日　って　　　　わけだ。　　　　　　　　　　　　　　．一

　　　　hana　nagi　tOgi一一wa　SabiS＋karUraNqte
　　　　　花　　　無き1　　時は　　　　　さびしがるらんiっ　’）　i

wage一一da．　sore－de，　doqc■一一mo　d◎c十一da　wageda．
わ1ナだ。　　　　・，　一それで、tt　・「どりちも　．　　どっちだという　　わけだび，t

、贈．czlO纏ena●，蜜∵羅輿a．
£opi（ts’parari）
Fッピ（ンパラリ）　　　：．　．　’・’　・．　　　　1　幽ttt

　　　あち　こ

⑦餅粉の町営術

解説：鼻の低いビッチャが餅粉を練っていやたかだヵ三に鼻を整え事々と努入りをする。轟の高く

字旗響宰協議凝㍍輩ζ疑獄欝欝譲薦£窺（董議隻

騨四轡ドヨ轡晃聯㌃く退轡∵帯解
ii　（h2’n・一・◎）t・g…d6g・一b・・1一・・9・」・S・・　・・，←，t・

　　（鼻の）　　　　　高い　　　男振りの　・．・　．．　いい　　人が・　・欲しいとて，

　　kono　fもto　ξ｝gugoqtaba　ha　z÷buN－de　go・kagu　一一・　da
　　この　　　人　　　行くなら　　　　　ハァ：自分で　　　　　合格で

毅1・S翻e蟹0聯e響S賛盤f弛aτ再濃e

　　mairimaS圭一taqte　maNCU　¢qtaNtega響。　¢qtaba
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参胤たって： D　まず．1．、，行づ燃　 ’・竄ｽら
　　koNdo－sjee　◎mee一一daba　hana　fugukute　ξ∋gettεqte
　　こんど　　　　　　お潮は．　、，・、鼻．：　　低くて　　　　　．よくないとて

　　　へ
　　maNgu　soe　raguda曾一s÷ta　wage・・一da．
　　まず　　　　　それ　　落第した・　　　　　　　　わけだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　70一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　sore－gara　mada　（；ttgi一一　fii　≦｝tqemo　mada　omai｝一hana一
　　それがら　　　　　また「．t／’次ぎに　　　　行っても　・：一また　　お前の鼻

d’

c．m…g…k…9・…q・・3・・w…一…m・d・
　　・｝㌔．罷るしくて　　．いけな畔　いう．、やllだ・．‘山畑
　　　縞

鐸∵’・器a一sコ鉛饗？・・t，琶ara甥蹴dO

・麗睾∵・騨d二鵯、署勘．獣e翼mρ観．耀e

膿一s轡・霧∵’．・称2ε慶魯躍簸’．濃『響㎜

　　da．　h。n。一，a一，」・ee　k…＋t。　ki，e・一・i・◎qt・一、掬k・・一

　　どは　鼻へ　　　　　　　　　こうして　　　きれいに　　　　塗って　　　　　こう

　　S÷te　ha無akO　kOSjede　gqta　wage一“da．S．Q樋te－S掬
　　して　　　鼻ッコ　　　こさえて　　　行った　　わけ芯『’　tl　　そして．重

黙brN一喉：呈聖e．蜀亀t謡曲do：づ鍛騨．s玉お

　湯島窮0’h爆8一da「a，・『禽k㌍U謬潰亀ミa－d？高湿於。謀e一

皇e課a‘欝£叫、蹴とto「麗だ継r：鍔：鍍納1禦a一．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鼻蕪ダをおも

　　nahanahodo　臼・　odogoda　wage－da．　naNm◎　kamo
　　ナハナホド　　　　　いい　　男だ　　　　　わけだ。　　　　なんも　　かんも文句なしに
　　しろく言った？）

　　h・n・一d・b・ki・e・・i　一一・j・ae・aNt・・3・・しも・・きt・・q・・

　　鼻は　　き榔こ　．鰍とち嘩と，した、・騨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　、♀．・、odo．goda　　Ψ39．e　T一・　da・。　mama尋d－e　・aN．（la．　midee一一　da．

　　唖騨．、lf”や1価．、、．1（それは）まるで一恥みたいな

　　hitodaq重a・璽・e9舞．・sore．一de　k◎Nd◎一s畑k◎re－daba
　　人であったとよ…　　1熱で　　こんど　　こ瀧ら

　　9・qte　k◎Nd・hanahana一一hod。　e”m・Ndagara　k・re一
　　いいって　　こんど　　　ハナハナホド　　　　　　　いい　もんだから　　　　　これ

　　ha　e…　G・9，，Q、越a．⑳．、gmg，£e．morata－wage－da・s・禽de
『’．

n・いい蹴ど　　．想・て　貰・たわけだ，　　　それで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「71一



　　ko　Nko’　gosiu・g　i　s－il　te　eqta　fi　’t　egae・　eta　ba　e・N　（i　a一

；こんど 駐d．しで鰍とよ．、．．．，1勉らそれは
　　tate　koNda一一s’jbs　neda　wage－da，　s6’go－nb　gng
　　いいが・　こんξは．．・．㍑験　 わけだ・．、tttそψ、＿騨，、

　　。、Nb。9、h。d。売「油・9、。　m。・d、磁麺、　f。，。訟も論。一

　　どれほどか　　．騨，いた∵脚聯…い「（た⑳噸
　　si　obu　一一一de　sone　h・．　ana　t　a’　eziL’S　＋te　s4m　ti　qtad　o’na．

　　　勝負で　その∴即一退治して・…兜秘鰍ζなの．・
　　」aqpari　bi6」6：ho　mo60一一“ne　biq6’」h－de　aqta’d61

　　　やっぱり耀・やの’ゴもとOP　i．：tt・・ビ”．蓼』「一劾挙と．

　　（笑）

’tt　m　6’　di6L’n　o　’　b’　i’　q　c・．」“　a，’　i　”　；’

　　　もとの　　　　ビッチャ
Sl　i　m．　od　6－k’　o　”　b．i　q’　c　」　6　L’　d’e　a．　q　．t．　’a　i’　1“ria　g　’e　一一da　一1－B　ei　：’　’　ha　n’a　b　，a　，ft　3”

　　　もとの　　　　　ビッチャで　　　　あった　　わけだな。　　　　　　ハナハナ

　　・、n・h・d・‘e‘・bd嬉づdざ．1』諭評d6葱・t’．k．6・唱db『・論mト

　　ハナホド　　　　いい　男で　　　　　　あったけど，　　　　こんど　　　鼠

　　n　i　k　a’qi　e　…　・1・　一・・　一・　k　5z　＋r　’a　’r　6’　a’e　；・・1；…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t；．tt　．t　t
　　　に　　かかって…………　　かじられて　…………………

　　　　　　　　　　　　　　　　t’　　．．　　「：三r一一　　 ご　　　　　　　．　　・

⑧米ぶぐと撚ぐ．・．＿…＿・，．1，＿、．、　－t、／『．’、t⊂

臓：ゴギ凹く臓入り〉三三のζとである・．・　　　　二…、
懸のママ財ジメの謙・メガは前妻の子でアワブグ髄れ子．途中で話藩メ沙とア

ワブグとをとり輔批．e・9ろ鳴るr子即妙レン榔鹸ρ飛幼の弊・拶テをコ
メの中にかくしたが・効はかるくふわやかで・コメブクは生き・・メだと穿ひして隠碑アワブ

繋繋潔譲謙ト轡噸る．一昌1ンl

N，。郎，∴命」謎』9ζ∴痴。’。　as＋一一。奄「a，．。，面　。9

　　（後家入後添）麟　そう、、昔に　　あるところ‘こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一72一



gogiri　m6raqta　wag　e－sj　ee．　sa¢s3◎一n・s÷Nda
鞭　　糞雫レ．わける一ら畷初の一　　死んだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fUtO－n◎kO－wa－S3欝kOmebUgU－dOIU・◎nagO－waraS÷
人の @　脚、　汐ク越’う　　．好章
曾da－dosa．　koNda－Sjee　gogiri　mada－sjee　awabugu一
い㌣さ・　タんど、　麟．ttまた　　粟ブクと
・・」…1…c・ti・・’ R・m・｝1　n・q・・k…w…一…．・…e一一
という子 D．連れて嫁に @な響　来㌧嘱†だ．』㌧それ

de・一sjεe　B；aganaga　koNdo　son◎　90giri－sjee　sono
で　　なかなか．　こんど　その　纈あ　・・ゴその

粂卿u7dO90『感磁∴燦義烈．a・翫S茎欝●

sleba　an◎　agi－ni　naqta－ba－sj　EE　kuri　fur◎U－ni
すると，　あの　　秋に　　　　なったら　　　　　　藁を　　拾うのに

fl
浮狽≠窒堰|d・ff・ti」・qt・b・一・1・・e　m言N騨k・m・b・即一取・一

二人一織　　．　や・たら　・　まず　・米ブ餌袋

即0騒∵姻㌣襯e・・難u霧ρ・甥gu…

蹴0　b・㎜s」鈴脇舛．冨魏aW・卿・

・・e－d・一・j・se　k・m・b・卿naN　bo　eq・」・k・Nme　fur・qt・一

そ漁．tt粒グ　・いくら　趣聯　’1拾・て
ta£e　tamara　一一n　ee　wage－da．SO　13◎　S季r壬・3aC・tt一・S，鎗
　

も　たまらない　わけだ・　・やうしろ膿）
k。m曲。9。一。q。3。一d。ba』t、m、’，。　w、9。一d、．／K。w。一

米ブグののは　　．　　…なまる．　・わけ魁　　．画＼冠粟
（粟ガの誤）酸）　　　　　　ピ，　　　　　　〈拳ブク〉

黙影，こ燃翻留閑～ぜ∵Q．．贈mO罪
9J9・eb・k・・磁。一・j・・eS6h6・」・g・d・一s　a　一一・j・…agト・・

行けば　　こんど　　　　その　い親方へ　　　　　　　　先（妻）の

k・一d・9・m言騨d・he－dad・，　naNt・ku・i－m・f’・ur（）qte
初ことを　まずく瀦募　　なんと　輪　　拾って：
　　　　　　　　　　　　　　　　　・・一・・73一
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no　naga一一sa　haqta　l〈・o　koNdo　99ideda　wage・一・da．
の　中に　　　　入ってた　　子　　こんど　　生きていた　　わけだ。

，。e，，◎，。，　eOa露k。i◎一d。b・m融d，滑m溶d。實k。m　e．　・一
それノ　　それ，　　自分の　考えだと　　　　　　まず　　　まず　　　米

no　naga－sa　sje－de　offeba　kome　kuqte　99ideru一
の　　中へ　　　　　入れて　　　おけば　　　米を　　食って　　　生きている

do　◎mote　sos÷te　奪da　wage一一sjas，　na■■　kome　kuq霊：e
　と　思って　　　そうし，　　』いた　　　わけよ，　　　　なあ。　　米を　　食って

egideru－d◎　omoqtedajactr一｛）a－sjee　sjede　s÷N－denリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

生きていると　　　　　想、っていたのが　　　　　　　　　　　　　冷えて　　　死んで，

n◎9a－n・ga　一一n　i　eda　ja騨一wa一・」　a・，kar・ke・＋・n・9・i　・多・
．籾殻の申に　　　　　　　いた　　　のわ　　　　　　　　　軽いし，　　　　　温いし，
ヌ　カ

・・rede　ggid・daw・ge一d・1・Nde・k・NZj・Wa・i、　k・一
それで　　　生きていた　　　わけだρ　　　　それで，　根性の　　　悪い　　　こ

dO　S3eba　z÷buN蹟。　ko　zi－buN一一de　korOs多te　SOSトー
とを　すれば，　　自分の　　　子を　　自分で　　　　．殺して　　　　　そうし

te　曾llegUnaNne　wage－s十・　ila・・　　SO。　毒U・　hanas÷一
て　　いなくならねばならぬ　わけよ，　　　なあ。　　そう　いう　　話

naNda，
なんだ。
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